
周
王
子
弟
の
封
建

一
鄭
の
始
封
・
東
遷
を
め
ぐ
っ
て
i

松

井

ホ瀦

徳

【
要
約
】
　
西
周
末
期
に
行
わ
れ
た
鄭
の
「
封
建
」
は
、
周
王
朝
の
封
建
制
の
実
態
を
知
る
上
で
貴
重
な
実
例
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
西
周

末
期
か
ら
王
朝
の
東
遷
期
に
か
け
て
の
時
代
は
、
同
時
に
史
料
の
断
絶
や
欠
落
な
ど
の
障
害
が
甚
だ
し
い
時
代
で
も
あ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
の
第
一
章
に

お
い
て
は
、
鄭
「
封
建
」
の
一
般
的
な
知
識
を
も
た
ら
す
『
史
記
』
の
記
述
に
つ
い
て
の
検
討
を
試
み
、
そ
の
記
述
が
先
行
す
る
史
料
を
再
構
築
し
た
も

の
で
あ
り
、
そ
こ
に
一
定
の
偏
り
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
章
で
は
鄭
の
周
王
子
弟
と
し
て
の
側
面
に
注
目
し
、
鄭
が
王
朝
内
に
お
い

て
担
っ
た
官
制
上
の
機
能
が
周
王
子
弟
と
し
て
の
出
自
に
由
来
す
る
こ
と
、
『
史
記
』
が
こ
の
側
面
を
捨
象
す
る
傾
向
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た

第
三
章
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
属
性
を
も
つ
鄭
の
「
封
建
」
さ
ら
に
東
遷
の
実
態
あ
る
い
は
そ
の
意
味
が
検
討
さ
れ
る
。
本
稿
は
出
稿
の
課
題
を
引

き
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
扱
う
題
材
を
通
し
て
、
前
稿
で
示
し
た
王
朝
の
芸
裏
に
つ
い
て
の
理
念
的
理
解
が
改
め
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吏
林
　
七
二
巻
四
号
　
一
九
八
九
年
七
月

明王子弟の封建（松井）

序

口

釜
澤
封
建
制
の
実
態
を
伝
え
る
史
料
は
決
し
て
多
く
な
い
。
周
の
「
封
建
」
は
克
股
後
の
支
配
領
域
の
拡
大
に
と
も
な
っ
て
周
初
に
集
中
的

に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
記
録
と
し
て
は
有
名
な
『
春
秋
左
氏
伝
』
（
以
下
『
左
伝
』
）
定
公
四
年
の
記
事
を
は
じ
め
と
す
る
春
秋
期
以
降

の
史
料
を
除
け
ば
、
僅
か
に
金
文
史
料
や
『
尚
書
』
の
数
篇
な
ど
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
西
周
末
期
に
お
け
る
郵

の
「
封
建
」
は
貴
重
な
実
例
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
逆
に
西
周
末
期
か
ら
東
遷
期
に
か
け
て
の
時
代
は
、
史
料
の
断
絶
や
欠
落
な
ど
多
く
の
研
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究
上
の
障
害
が
存
在
す
る
時
代
で
も
あ
る
。
筆
者
は
前
稿
「
西
周
期
鄭
（
麓
）
の
考
察
」
に
お
い
て
、
お
も
に
金
文
史
料
に
よ
り
つ
つ
無
始
封

の
地
と
さ
れ
る
京
兆
勢
鄭
県
の
構
造
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
た
が
、
鄭
儲
蓄
お
よ
び
東
遷
の
問
題
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な

　
　
①

か
っ
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
前
稿
か
ら
引
き
継
い
だ
課
題
と
し
て
、
鄭
始
封
・
東
遷
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
始
封
・
東

遷
の
も
つ
意
味
を
周
王
朝
の
構
造
の
中
に
お
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
鄭
の
始
封
・
東
遷
に
つ
い
て
最
も
一
般
的
な
清
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
は
『
史
記
』
鄭
世
家
の
記
事
で
あ
り
、
鄭
の
「
封
建
」
に
つ
い
て

考
え
る
際
の
我
々
の
基
本
的
な
常
識
も
こ
れ
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
『
史
記
』
の
成
立
に
関
し
て
は
、
司
馬
談
の
筆
に
よ
る

部
分
や
後
代
の
加
筆
が
あ
る
と
し
て
も
、
基
本
的
に
は
司
馬
遷
の
手
に
な
る
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
我
々
は
『
史
記
』
の

記
事
を
通
し
て
鄭
の
始
封
・
東
遷
に
対
す
る
前
漢
中
ご
ろ
の
理
解
の
あ
り
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
司
馬
遷
の
依
拠
し

た
史
料
は
彼
に
先
立
つ
時
代
か
ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
司
馬
遷
が
そ
れ
ら
の
史
料
を
組
合
せ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

取
捨
選
択
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
取
捨
選
択
の
過
程
に
こ
そ
当
時
の
理
解
の
あ
り
方
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

従
っ
て
、
『
史
記
』
に
お
け
る
史
料
の
取
捨
選
択
の
過
程
あ
る
い
は
原
則
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
は
鄭
の
愛
野
・
東
遷
に
関
す
る

情
報
を
よ
り
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
検
討
を
通
し
て
『
史
記
』
の
記
述
の
偏
向
、
さ
ら
に
雷
え
ば
我
々

の
門
常
識
」
の
偏
向
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
中
か
ら
封
建
制
を
含
め
た
周
王
朝
の
構
造
を
探
る
端
緒
を
見
い
だ
す
こ

と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

①
「
西
周
期
鄭
（
彙
）
の
考
察
」
（
『
史
林
』
六
十
九
巻
四
号
｝
九
八
六
年
）
。

②
　
　
『
史
記
』
の
利
用
し
た
史
料
に
聾
す
る
研
究
と
し
て
最
近
の
も
の
を
挙
げ
る
と
、

　
工
藤
元
男
「
馬
王
堆
出
土
『
戦
圏
縦
横
家
書
』
と
『
史
詑
』
」
（
『
中
国
正
史
の
基

　
礎
的
研
究
』
　
早
稲
田
大
学
出
版
都
　
｝
九
八
四
年
）
、
藤
田
勝
久
門
『
史
記
』
穣

　
公
列
伝
に
闘
す
る
一
考
察
一
馬
王
堆
同
書
『
戦
国
縦
横
家
書
軸
を
手
が
か
り
と
し

　
て
」
（
『
東
方
学
賜
第
七
十
…
輯
　
「
九
八
六
年
）
、
同
「
『
史
記
』
戦
國
紀
年
の
再

検
討
…
睡
虎
地
書
棚
『
編
年
記
』
を
手
が
か
り
と
し
て
」
（
『
愛
媛
大
学
教
養
都
紀

要
』
二
〇
号
　
一
九
八
七
年
）
、
岡
「
『
寒
記
』
戦
国
紀
年
一
覧
表
」
　
（
『
中
国
史
研

究
』
九
一
九
八
八
年
）
、
吉
本
道
雅
「
史
記
原
始
（
一
）
1
西
周
期
・
東
遷
期
」

（『

ﾃ
史
春
秋
』
第
匹
号
　
朋
友
書
店
　
一
九
八
七
年
）
、
岡
「
史
記
述
春
秋
経
伝

小
考
」
（
『
史
林
』
七
十
一
巻
六
号
　
一
九
八
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。
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周王子弟の封建（松井）

　
　
　
　
　
　
　
　
第
＝
軍
　
『
史
記
』
に
お
け
る
鄭
始
封
・
東
遷
説
話
の
検
討

　
本
章
に
お
い
て
は
『
史
記
』
の
記
事
を
中
心
と
し
、
そ
れ
に
先
立
つ
文
献
史
料
と
し
て
『
春
秋
経
』
『
左
伝
』
『
国
語
』
『
古
本
後
書
紀
年
』

（
以
下
、
『
軍
書
紀
年
』
）
な
ど
を
配
し
、
『
史
記
』
に
続
く
文
献
史
料
と
し
て
漢
代
の
諸
文
献
を
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
鄭
の
始
封
・
東
遷
に
関

す
る
説
話
が
如
何
な
る
過
程
を
た
ど
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
か
を
考
え
た
い
。
『
左
伝
』
『
国
語
』
の
成
立
に
関
し
て
は
、
そ
れ
を
『
史
記
』

以
後
の
事
と
す
る
考
え
も
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
現
行
本
『
左
伝
』
『
国
語
』
と
『
史
記
』
の
比
較
研
究
に
よ
っ
て
、
『
史
記
』
が
『
左
伝
』
『
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

語
』
の
記
事
を
利
用
し
た
こ
と
は
十
分
に
証
明
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
現
行
本
『
左
伝
』
『
国
語
』
を
『
史
記
』
当

時
の
も
の
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
『
史
記
』
が
実
際
に
利
用
し
て
い
た
史
料
を
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
　
一
応
の

作
業
仮
説
と
し
て
こ
の
臨
書
を
『
史
記
』
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
は
許
さ
れ
る
も
の
と
思
う
。
こ
れ
ら
諸
文
献
の
比
較
の
次
元
と

し
て
は
、
た
と
え
ば
文
章
表
現
の
類
似
、
訓
詰
の
関
係
な
ど
い
く
つ
か
の
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
各
史
料
の
郵
に
関

す
る
情
報
の
一
つ
一
つ
を
比
較
の
次
発
と
し
、
そ
れ
ら
の
情
報
群
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
、
再
構
築
さ
れ
て
い
く
か
と
い
う
点
に
注
昌
し
て

み
た
い
。

　
郵
始
封
の
君
で
あ
る
桓
公
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
『
史
記
』
郵
世
家
に

　
　
郷
桓
公
友
な
る
者
は
、
周
属
王
の
少
子
に
し
て
寛
王
の
庶
弟
な
り
。

と
あ
り
、
十
二
諸
侯
年
表
に
は

　
　
鄭
桓
公
友
、
…
…
周
宣
王
の
母
弟
。

と
記
さ
れ
て
い
る
・
庶
弟
と
母
弟
と
い
う
相
違
は
有
る
も
の
の
・
と
も
に
繕
公
を
周
肇
享
・
宣
王
の
弟
と
し
て
い
る
の
で
あ
動
・
更
に

晋
世
家
に
は
晋
の
文
公
重
耳
の
流
離
課
と
し
て
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（
晋
重
書
）
郷
を
過
ぎ
る
に
、
葉
叢
公
失
せ
ず
。
郷
の
雷
撃
　
其
の
君
を
諌
め
て
曰
く
、
晋
の
公
子
賢
に
し
て
其
の
従
者
は
疑
惑
相
た
り
。
且
つ
ま
た
同

　
　
姓
。
鄭
の
出
つ
る
は
二
王
昂
り
し
、
著
の
撃
つ
る
は
武
王
蹴
り
す
、
と
。
鄭
君
曰
く
、
諸
侯
の
亡
公
子
此
を
過
ぎ
る
者
衆
し
、
安
く
ん
ぞ
尽
く
会
す
べ

　
　
き
、
と
。
叔
婚
日
く
、
君
零
せ
ず
ん
ば
、
こ
れ
を
殺
す
に
如
か
ず
。
且
に
後
に
国
の
患
い
と
為
ら
ん
、
と
。
鄭
君
聴
か
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
い
う
説
話
を
記
録
し
て
お
り
、
こ
こ
に
も
郵
の
出
自
を
腐
王
と
す
る
考
え
が
鄭
の
叔
謄
の
言
葉
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
く

重
耳
の
流
離
諌
を
記
録
す
る
『
国
語
』
晋
語
四
に
は
、
鄭
の
嵐
自
を
属
王
と
す
る
叔
謄
の
言
葉
は
み
え
ず
、
か
え
っ
て
同
様
の
プ
ロ
ッ
ト
を
も

つ
言
葉
が

　
　
衛
よ
り
曹
を
過
ぎ
る
に
、
曹
共
営
も
猛
た
託
せ
ず
。
…
…
負
羅
　
子
君
に
雷
い
て
曰
く
、
そ
れ
晋
の
公
子
の
此
に
在
る
は
、
君
の
匹
な
り
、
ま
た
翻
せ
ざ

　
　
ら
ん
や
、
と
。
曹
伯
曰
く
、
諸
侯
の
亡
公
子
其
れ
多
し
、
干
れ
か
此
を
過
ぎ
ら
ざ
ら
ん
。
亡
者
は
皆
な
礼
無
き
者
な
り
、
余
れ
焉
く
ん
ぞ
能
く
尽
く
礼
せ

　
　
ん
、
と
。
対
え
て
曰
く
、
…
…
先
君
叔
振
の
出
つ
る
は
文
王
自
り
し
、
晋
耳
門
叔
の
出
つ
る
は
武
王
自
り
す
、
…
・
：
と
。

と
あ
る
よ
う
に
、
曹
の
僖
細
腰
の
言
葉
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る
。
晋
世
家
の
記
事
は
『
国
語
』
重
語
四
に
保
存
さ
れ
て
い
る
説
話
を
利
用
し

な
が
ら
も
・
そ
れ
を
改
変
し
た
も
の
で
あ
る
可
態
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
お
物
繧
公
を
肇
の
子
と
す
る
・
あ
鶉
に
完
全
な
鑛
を

お
く
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
、
『
左
伝
』
文
公
二
年
に
は
、
腐
王
と
郵
と
の
関
係
に
つ
い
て

　
　
子
　
薄
墨
と
難
も
、
父
に
先
ん
じ
て
食
わ
ざ
る
こ
と
久
し
。
故
に
禺
は
縣
に
先
だ
た
ず
、
湯
は
契
に
先
だ
た
ず
、
文
・
武
は
不
窟
に
先
だ
た
ず
。
宋
は
帝

　
　
乙
を
祖
と
し
、
螂
は
属
王
を
祖
と
す
。
猶
お
祖
を
上
ぶ
な
り
。

と
い
う
記
事
が
あ
り
、
魯
魚
公
の
逆
祀
に
ま
つ
わ
る
先
例
と
し
て
「
宋
祖
帝
乙
、
郵
祖
属
王
」
の
語
が
み
え
て
い
る
。
『
史
記
』
は
宋
姶
封
の

譲
子
啓
を
帝
乙
の
子
（
約
の
兄
）
と
認
識
し
て
お
ゆ
・
の
無
記
』
の
認
甦
し
た
が
・
て
『
左
伝
』
文
公
二
年
の
記
事
を
見
れ
ば
、
宋
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

場
合
と
同
様
に
鄭
電
燈
の
君
桓
公
を
属
王
の
子
と
す
る
理
解
は
確
か
に
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
『
左
伝
』
に
は
僖
公
二
四
年
の

　
　
　
富
辰
諌
め
て
曰
く
、
…
…
郷
に
平
・
恵
の
勲
有
り
、
ま
た
属
・
宣
の
親
有
り
。
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周王子弟の封建（松井）

や
、
宣
公
十
二
年
の

　
　
鄭
伯
肉
担
し
て
羊
を
牽
き
以
て
逆
う
。
曰
く
、
…
…
若
し
前
好
を
恵
顧
し
、
福
を
属
・
宣
・
桓
・
武
に
早
め
、
其
の
社
穫
を
涙
さ
ず
、
改
め
て
君
に
事

　
　
え
、
九
県
に
夷
し
か
ら
し
め
ば
、
君
の
恵
な
り
、
孤
の
願
い
な
り
、
敢
て
望
む
駈
に
非
ざ
る
な
り
。

の
よ
う
に
、
属
王
の
み
な
ら
ず
宣
王
を
も
鄭
に
関
連
づ
け
て
述
べ
る
記
事
も
存
在
し
て
お
り
、
郵
桓
公
を
た
だ
ち
に
腐
心
の
子
と
す
る
　
『
史

記
』
の
理
解
に
無
条
件
で
従
う
こ
と
を
躇
躇
さ
せ
る
。

　
郵
桓
公
を
属
王
の
子
と
す
る
『
史
記
』
の
見
解
と
は
別
に
、
桓
公
が
覇
王
の
子
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
史
料
も
一
方
で
存
在
し
て
い
る
。

『
国
語
』
周
語
中
に

　
　
　
（
富
辰
）
覚
え
て
曰
く
、
…
…
鄭
の
出
つ
る
は
宣
王
自
り
す
（
鄭
出
自
宣
王
）
。
王
に
し
て
こ
れ
を
虐
げ
れ
ば
、
是
れ
親
を
愛
せ
ざ
る
な
り
。

と
あ
る
。
章
昭
は
こ
れ
に
「
郵
桓
公
友
、
宣
玉
之
母
堂
。
繊
渚
、
郵
国
之
封
出
於
庸
王
之
世
也
」
と
の
注
釈
を
加
え
、
鄭
の
始
封
が
宣
王
の
治

世
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
い
う
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
解
釈
は
鄭
桓
公
を
腐
王
の
子
と
す
る
『
史
記
』
の
見
解
を
前
提
に
し
て

施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
『
国
語
』
全
体
を
通
じ
て
「
出
自
」
の
語
は
先
の
晋
語
四
の
「
先
君
叔
振
出
近
文
王
」
な
ど
の
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

い
わ
ゆ
る
出
自
を
指
す
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
記
事
も
ま
た
郵
が
宣
王
に
出
自
す
る
こ
と
を
い
う
も
の
と
し

て
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
現
行
本
『
史
通
』
雑
説
上
に
は

　
　
竹
書
紀
年
　
踏
代
に
出
で
、
学
者
始
め
て
…
…
郵
黒
影
は
属
王
の
子
た
り
、
則
ち
経
典
の
帯
す
る
所
と
乖
刺
す
る
こ
と
甚
だ
多
き
を
知
る
。

と
い
う
記
述
が
み
え
る
。
こ
の
部
分
は
既
に
多
く
の
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
『
聖
書
紀
年
』
の
記
事
が
『
史
記
』
な
ど
の
通
説
と
は
異
な
っ
て

い
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
『
叢
書
紀
年
』
本
来
の
記
事
は
「
宣
王
之
子
」
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
、
後
に
『
史
記
』
な
ど
の
通
説
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

合
わ
せ
て
「
属
王
之
子
」
と
書
き
改
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
鄭
桓
公
の
出
自
に
関
し
て
は
属
王
説
と
宣
野
中
の
二
説
が
存
在
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
現
在
の
史
料
状
況
を
も
っ
て
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し
て
両
説
の
是
非
を
最
終
的
に
決
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
桓
公
を
属
王

の
子
、
宣
王
の
弟
と
す
る
『
史
記
』
の
見
解
が
そ
れ
以
後
の
漢
代
文
献
に
踏
襲
さ
れ
て
い
く
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『
漢
書
』
に

お
い
て
は
地
理
志
上
京
兆
雰
郵
県
単
固
霞
注
に
「
周
宣
王
弟
鄭
桓
公
邑
」
と
あ
り
、
更
に
地
理
志
下
に
も
「
本
膳
宣
王
弟
友
為
周
司
徒
、
風
采

二
塁
周
畿
内
、
画
聖
鄭
」
と
い
う
記
述
が
随
え
る
。
ま
た
『
説
文
墨
字
』
中
部
に
「
鄭
、
重
池
県
、
周
属
王
子
友
所
玉
偏
と
あ
り
、
郷
玄
「
詩

譜
」
に
も
「
初
、
宣
王
貝
母
弟
三
差
宗
周
畿
内
威
林
之
地
、
是
為
二
審
公
」
、
と
あ
る
よ
う
に
、
『
史
記
』
に
示
さ
れ
た
見
解
が
漢
代
を
通
し
て

「
常
識
」
化
し
て
い
く
様
子
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
次
い
で
郵
の
始
封
・
東
遷
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
経
緯
は
『
国
語
』
鄭
語
に
最
も
詳
細
な
説
話
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　
　
滋
雨
　
司
徒
と
為
り
、
甚
だ
周
衆
と
磁
土
の
人
と
を
得
た
り
。
史
伯
に
問
い
て
曰
く
、
王
蜜
故
多
し
、
余
れ
及
ば
ん
こ
と
を
閉
る
。
其
れ
何
れ
の
所
か
以

　
　
て
死
を
逃
る
べ
き
。

と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
る
土
語
の
文
は
、
最
初
に
早
旦
が
周
王
朝
の
司
徒
と
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
宗
周
と
東
土
の
民
心
を
得
た
こ
と
が
記

さ
れ
る
。
つ
い
で
桓
公
は
周
王
室
の
混
乱
を
逃
れ
る
た
め
の
地
を
史
伯
に
問
い
、
さ
ら
に
周
王
室
の
滅
亡
の
可
能
性
（
「
周
其
綿
々
し
）
、
そ
の
後

の
列
国
の
消
長
ま
で
も
が
話
題
に
の
ぼ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
聖
堂
の
長
文
の
答
え
が
続
く
の
で
あ
る
。
画
伯
の
答
え
は
、
倭
垂
垂
石
父
に
よ
っ

て
周
王
朝
は
滅
亡
し
（
「
生
繭
必
弊
表
也
、
…
－
雄
馬
存
亡
、
不
三
江
尖
」
）
、
そ
れ
に
と
っ
て
か
わ
っ
て
晋
・
秦
・
斉
が
興
隆
す
る
と
い
う
予
言
輝
と

も
い
う
べ
き
内
容
を
含
ん
で
い
る
が
、
そ
の
助
言
に
よ
っ
て
桓
公
は
成
周
近
郊
の
號
・
郁
の
地
に
興
る
こ
と
と
な
り
、

　
　
　
（
桓
公
）
乃
ち
東
の
か
た
努
と
賄
と
を
寄
す
。
號
・
鄭
こ
れ
を
受
け
、
十
琶
皆
な
地
を
寄
せ
る
有
り
。
幽
王
八
年
に
し
て
豊
島
　
司
徒
と
為
り
、
九
年
に

　
　
し
て
王
室
始
め
て
騒
ぎ
、
十
一
年
に
し
て
発
る
。

と
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
『
国
語
』
平
語
に
奮
ま
れ
る
鄭
の
始
封
・
東
遷
に
関
す
る
情
報
を
こ
こ
で
整
理
す
れ
ぼ
、

　
（
一
）
　
鄭
桓
公
は
幽
王
八
年
に
周
王
朝
の
司
徒
と
な
っ
た
。

　
（
二
）
　
幽
王
九
年
に
王
室
が
始
め
て
乱
れ
た
。
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（
三
）
　
王
朝
の
混
乱
に
対
し
て
、
「
幣
・
賄
」
を
東
土
の
地
、
號
・
鄙
な
ど
十
邑
に
移
し
た
。

　
（
四
）
　
幽
王
十
一
年
に
王
室
が
「
整
」
れ
た
。

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
『
国
語
』
鄭
語
に
は
鄭
の
始
封
の
地
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
鄭
が
西
郷
宋
の
混
乱
を
避
け
て
東
土
の

地
に
遷
徒
し
た
と
い
う
こ
と
が
説
話
の
重
要
な
プ
ロ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
（
四
）
の
「
発
」
宇
に
つ
い
て
章
昭
は

「
幽
王
追
申
、
申
・
糟
召
西
戎
以
伐
周
、
殺
幽
王
槍
備
山
戯
下
、
桓
公
死
語
」
と
の
注
釈
を
施
し
、
桓
公
が
幽
王
と
と
も
に
死
亡
し
た
こ
と
を

い
う
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
鄭
世
家
の

　
　
犬
戎
　
幽
王
を
驕
山
の
下
に
殺
し
、
井
せ
て
桓
公
を
殺
す
。

や
十
二
諸
侯
年
表
鄭
桓
公
三
十
六
年
条
「
以
幽
玉
故
、
為
犬
戎
毒
殺
」
に
み
え
る
『
史
記
』
の
見
解
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

『
漢
書
』
地
理
志
上
京
兆
雰
虚
業
条
の
注
に
引
か
れ
る
臣
遊
は
「
初
君
公
為
周
司
徒
。
王
室
将
乱
、
故
謀
於
史
伯
、
而
寄
幣
与
賄
於
號
・
會
之

間
門
と
『
国
語
』
郵
語
と
同
主
旨
の
注
釈
を
施
し
た
あ
と
、
つ
づ
い
て
「
幽
王
既
敗
、
二
年
而
滅
會
、
四
年
而
滅
號
、
居
於
響
応
之
丘
、
是
以

為
郵
桓
公
」
と
幽
玉
死
後
に
お
け
る
桓
公
の
行
動
に
言
及
し
て
お
り
、
桓
公
の
死
を
幽
王
の
死
と
同
時
期
の
こ
と
と
考
え
て
い
な
い
。
臣
遊
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
後
半
部
分
は
『
竹
書
紀
年
』
に
依
る
も
の
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
注
は
少
な
く
と
も
諸
公
の
死
を
幽
王
宋
年
の
こ
と
と
し
な
い
解
釈
が
一
方
で

存
在
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
『
国
語
』
の
「
発
」
字
は
必
ず
し
も
桓
公
の
死
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
桓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

公
の
言
葉
に
「
周
其
弊
乎
」
と
あ
る
の
を
承
け
、
周
王
室
の
滅
亡
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　
鄭
糎
公
が
周
王
朝
の
司
徒
と
な
り
、
そ
の
後
、
周
王
朝
の
混
乱
に
際
し
て
東
方
へ
の
遷
徒
を
謀
る
と
い
う
右
に
み
た
『
国
語
』
の
電
報
は
、

基
本
的
に
『
史
認
』
に
受
け
継
が
れ
、
更
に
漢
代
の
諸
文
献
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
そ
の
こ
と
を
表
示
す
る
と
表
一
（
八
頁
）
の
よ
う
に
な
る
。

表
現
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
『
国
語
』
に
最
も
ま
と
ま
っ
た
形
で
保
存
さ
れ
て
い
る
説
話
が
『
史
記
』
さ
ら
に
漢
訳
文
献
に
引
き
継
が
れ
て

い
く
様
子
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
『
史
記
』
に
の
み
「
寛
国
缶
偏
の
一
文
が
あ
り
、

桓
公
が
東
土
に
国
を
構
え
た
と
の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
『
史
記
』
は
桓
公
が
幽
王
と
と
も
に
醜
山
の
下
で
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表　一

『国語』三野 『史　記』 漢代文献

桓公為司徒，甚得周衆与

東土三人，…幽王八年而

桓公為司徒。

（桓公）問於史伯日，王室

多故，煮冷及焉，其何所

可以逃死。史伯対日，…

三岡三河穎之間乎。…若

前華，後河，右洛，左済，

主茉魏而食湊液，修典刑

以守之，是可以少固，…

（幽王）九年而王室始騒。

（桓）公説，乃東寄幣与賄，

號部受之，十単離有癖地。

封三十三歳，百姓皆便愛

之，幽王以為司徒。和集

周囲，周畳替説，河雛之

間，三二思之。

為司徒一歳，幽王以褒后

故，王室治多邪，諸侯或

畔之。於是桓公問太史伯

日，王室多故，予安逃死

乎。太史一対闘，独雛之

東土，河済之爾可居。

桓公算，善。七廻卒言王，

東徒骨民錐東，蒲軍部果

献十琶。覧国之。

本二二王弟友為周司徒，

選民於宗周畿内，是為鄭。

　　（『漢書』地理志下）

（桓公）為幽王大司徒，甚

得周囲与東土之人。

　　　　　　　　（楽譜）

麻衣，美武公也，父子並

為司徒。　　　　（詩序）

郷桓公問於史三日，王室

多故，何所可言逃死。史

二日，…其済三河穎之間

乎。　（『漢書』地理志下）

（桓公）問於史伯日，王蜜

旧故，余催及焉，其何所

可以逃死。史伯日，其済

洛河穎応問乎。　（詩譜）

桓公従煙毒，乃東嵜幣与

賄，i號尊墨之。

　　（『漢書』地理志下）

桓公器之。　　　（詩譜）

な
ど
の
よ
う
に
、
桓
公
は
史
伯
の
言
に
従
っ
て
東
遷
の

準
備
を
し
た
が
結
局
は
幽
王
と
と
も
に
犬
戎
に
よ
っ
て

　
　
詩
の
郷
国
、
郷
桓
公
の
子
武
公
の
国
す
る
所
。

や
同
地
理
志
下
「
後
三
年
、
幽
王
敗
、
桓
擬
死
。
其
子

武
門
与
平
王
東
遷
、
卒
定
號
・
會
之
地
、
右
雛
左
沸
、

食
湊
・
泊
焉
」
、
ま
た
郵
玄
「
詩
話
」
の

　
　
幽
王
　
犬
戎
の
殺
す
所
と
な
り
、
桓
公
こ
れ
に
死
せ
り
。

　
　
其
の
子
武
公
は
晋
文
侯
と
平
王
を
東
都
王
城
に
定
め
、

　
　
卒
に
史
伯
の
云
い
し
所
の
十
邑
の
地
を
取
り
、
洛
を
右

　
　
に
し
、
済
を
左
に
し
、
華
を
前
に
し
、
河
を
後
に
し
、

　
　
湊
・
清
を
食
む
。
今
の
河
南
新
鄭
　
紛
れ
な
り
。

犬
戎
に
殺
さ
れ
た
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
が
、
も
し

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
桓
公
は
王
室
の
混
乱
を
避
け
る

べ
く
史
伯
の
雷
に
従
っ
て
東
方
に
国
を
構
え
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
結
局
は
西
方
三
山
の
下
で
殺
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
間
の
行
動
に
矛
盾
を
来
す
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
対
し
て
『
史
記
』
以
後
の

文
献
は
、
『
漢
書
』
地
理
志
上
河
南
郡
新
郵
県
班
固
自

注
の
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殺
さ
れ
、
邸
の
実
際
の
東
遷
は
周
平
王
の
東
遷
と
と
も
に
桓
公
の
子
武
公
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
と
記
す
に
至
る
。
『
史
記
』
に
お
い
て

必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
櫨
公
の
死
と
鄭
東
遷
と
の
関
係
が
、
こ
れ
ら
の
文
献
に
お
い
て
は
桓
公
の
死
、
桓
公
の
子
武
公
の
東
遷
と
「
合

理
的
」
に
整
理
さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
『
史
記
』
の
記
述
の
持
つ
あ
い
ま
い
さ
が
回
避
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
周
の
東

遷
に
際
し
て
、
鄭
が
重
要
な
働
き
を
し
た
こ
と
は
『
左
伝
』
『
国
語
』
に
も
記
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
東
遷
の
君
を
武
公
と
断
定
す
る
記

述
は
見
ら
れ
ず
、
逆
に
そ
の
こ
と
よ
り
、
桓
公
の
死
、
武
威
の
東
遷
と
い
う
い
わ
ば
「
常
識
」
が
漢
代
に
お
い
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
宿
罪
の
死
を
幽
王
末
年
と
す
る
『
史
記
』
の
見
解
は
、
鄭
桓
公
立
封
の
年
代
に
つ
い
て
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
き
に
引
い
た
『
左
伝
』

『
国
語
』
な
ど
に
は
桓
公
の
始
封
年
を
示
す
記
事
は
存
在
し
な
い
が
、
『
史
記
』
は
十
二
諸
侯
年
表
の
聖
王
二
二
年
条
に
お
い
て
、
「
郵
桓
公
友

元
年
、
下
平
」
と
明
確
に
始
封
の
年
を
断
定
す
る
に
い
た
る
。
し
か
し
、
こ
の
年
代
は
郷
桓
公
三
六
年
、
周
の
諸
王
四
六
年
、
幽
王
十
一
年
と

い
う
三
人
の
在
位
年
数
の
史
料
が
存
在
し
、
か
つ
桓
公
の
死
と
器
量
の
死
を
同
年
と
し
さ
え
す
れ
ば
容
易
に
逆
算
で
き
る
の
で
あ
る
。
『
国
語
』

に
「
幽
王
八
年
而
桓
公
為
司
徒
」
と
の
み
あ
っ
た
記
事
が
、
『
史
記
』
郷
世
家
に
い
た
っ
て

　
　
封
ず
る
こ
と
三
十
三
歳
、
百
姓
皆
な
こ
れ
を
便
愛
し
、
幽
王
以
て
司
徒
と
為
す
。

と
記
さ
れ
、
幽
王
の
八
年
が
鄭
桓
公
語
聾
よ
り
三
三
年
後
に
当
た
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
の
も
、
桓
公
認
封
と
考
え
ら
れ
た
年
か
ら
孫
王
八
年

ま
で
の
年
数
を
計
算
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
「
三
十
三
歳
」
と
い
う
一
文
の
典
拠
に
関
し
て
は
、
何
等
か
の
新
た
な
情
報
の
存
在
を
想

定
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
体
、
『
史
記
』
が
何
等
か
の
系
譜
史
料
を
参
照
し
得
た
こ
と
は
、
太
史
公
自
序
な
ど
に
「
譜
諜
」
の
名
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

見
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
桓
公
の
死
を
幽
王
末
年
と
す
る
『
史
記
』
以
後
の
見
解
が
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
後
代
の

解
釈
に
依
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
我
々
は
も
は
や
桓
公
の
始
封
年
を
宣
王
二
二
年
す
な
わ
ち
紀
元
前
八
〇
六
年
と
断
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
ま
た
『
史
記
』
は
始
封
の
三
三
年
後
に
嘉
言
が
周
王
朝
の
司
徒
に
任
命
さ
れ
た
と
し
て
、
こ
の
両
者
を
別
の
事
柄
と
し
て
理
解
し

て
い
る
が
、
こ
の
理
解
も
先
行
す
る
史
料
の
解
釈
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
『
史
記
』
の
記
載
を
そ
の
ま
ま
信
頼
し
て
利
用
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す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
『
左
伝
』
に
お
い
て
郵
の
霊
界
・
東
遷
の
経
緯
を
述
べ
る
記
事
は
少
な
い
が
、
昭
公
十
六
年
に
は
子
産
の
言
葉
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
リ
も

　
　
昔
　
我
が
先
君
桓
公
　
商
人
と
皆
に
周
よ
り
出
で
、
庸
次
比
蓋
し
、
以
て
此
の
地
を
　
父
殺
し
、
こ
れ
が
蓬
菖
歯
質
を
斬
り
て
、
共
に
之
に
処
る
。

と
い
う
一
文
が
あ
る
。
杜
預
が
「
桓
公
東
遷
、
並
与
立
入
倶
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
鰯
桓
公
が
東
遷
し
て
河
南
郵
の
地
に
居
を
定
め
た
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
隠
公
十
一
年
の

　
　
鄭
伯
曰
く
、
…
…
吾
が
先
君
新
た
に
此
に
邑
せ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
い
う
記
事
も
同
様
に
鄭
の
東
遷
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
『
国
語
』
『
左
伝
』
薗
文
献
は
郵
が
東
遷
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
の
、
東
遷
以
前
の
始
封
の
地
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
言
及
し
て
い

な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
『
史
記
』
は
鄭
世
家

　
　
宣
王
立
つ
こ
と
二
十
二
年
、
友
　
初
め
て
郵
に
封
ぜ
ら
る
。

を
は
じ
め
と
し
、
燕
尊
公
世
家
「
愛
娘
二
十
一
年
、
鄭
桓
公
初
封
於
鄭
偏
、
楚
世
家
「
熊
殉
十
六
年
、
鄭
桓
公
二
塁
於
立
偏
な
ど
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
鋸
葉
公
始
封
の
地
を
京
兆
歩
鄭
祭
に
断
定
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
史
料
は
明
確
で
は
な
い
が
、
そ
の
見
解
は
先
に
引
い
た

『
漢
書
』
地
理
志
上
京
兆
サ
郵
県
条
や
地
理
志
下
、
あ
る
い
は
『
説
文
金
字
』
や
鄭
玄
「
詩
土
偏
な
ど
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
こ
こ
で
も

『
史
記
』
の
見
解
が
漢
代
を
通
じ
て
「
常
識
扁
化
し
て
い
く
過
程
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
鄭
桓
公
に
関
係
す
る
地
名
と
し
て
は
、
京
兆
舜
郵
県
の
ほ
か
に
械
林
・
畿
内
営
林
・
留
と
い
う
地
名
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま

ず
『
史
記
』
鄭
世
家
索
隠
に
引
く
「
世
本
」
に

　
　
桓
公
　
械
林
に
居
り
、
拾
に
徒
る
。

と
い
う
記
事
が
あ
り
、
索
隠
は
宋
忠
の
「
械
林
与
拾
皆
旧
地
名
」
と
の
一
文
を
引
き
、
「
是
封
桓
公
乃
名
為
鄭
重
」
と
の
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
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周王予弟の封建（松井）

し
か
し
、
こ
の
解
釈
も
鄭
始
封
の
地
を
京
兆
五
逆
県
と
す
る
『
史
記
』
の
見
解
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
両
地
名
に
関
す
る
史
料
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

他
に
存
在
し
な
い
以
上
、
地
望
の
比
定
に
関
し
て
は
一
応
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
の
「
世
界
」
の
史
料

も
械
林
か
ら
拾
へ
の
遷
後
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
は
注
意
を
払
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
つ
い
で
畿
内
威
林
説
は
、
鄭

玄
「
詩
譜
」
に

　
　
初
め
宣
王
　
母
弟
友
を
宗
周
畿
内
起
業
の
地
に
封
ず
、
撮
れ
鄭
糎
公
た
り
。
今
の
京
兆
郷
県
は
是
れ
其
の
都
な
り
。

と
し
て
み
え
て
い
る
。
螂
始
封
の
地
を
宗
周
畿
内
威
林
と
し
て
、
そ
の
地
を
京
兆
言
為
県
と
同
一
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
説
は
先
の

二
丁
す
な
わ
ち
京
兆
罪
郵
県
説
と
械
落
掛
の
折
衷
案
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
「
世
本
」
に
見
え
る
械
林
の
「
械
」
字
が
「
威
扁
宇

に
作
ら
れ
う
る
と
い
う
こ
と
は
・
既
に
陳
蒙
な
ど
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
晦
・
従
そ
こ
の
饗
の
説
は
我
々
が
現
在
暑
こ
と
が
で
き

る
史
料
に
な
ん
ら
新
た
な
知
見
を
提
供
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
郵
各
説
の
中
に
、
特
定
の
情
報
が
常
に
同
一
の
意
味
を
与
え
ら
れ
る
の

で
は
な
く
、
そ
の
時
代
時
代
に
よ
っ
て
新
た
に
解
釈
が
施
さ
れ
て
い
く
姿
を
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
郷
が
留
の
地
に
あ
っ
た
こ
と
は
『
春
秋
公
羊
伝
』
（
以
下
、
『
公
羊
伝
』
）
檀
公
十
一
年
に

　
　
空
者
、
雷
撃
は
留
に
漏
れ
り
。
先
に
鄭
伯
　
部
公
に
善
き
者
有
り
。
夫
人
に
通
じ
、
以
て
其
の
国
を
取
り
、
鄭
を
こ
こ
に
遷
し
、
留
を
野
と
せ
り
。

と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
『
漢
書
』
地
理
志
上
の
富
強
郡
陳
留
県
条
の
孟
康
注
に
「
留
、
鄭
邑
也
、
後
面
陳
戸
井
、
故
日
動
留
」
と
あ
り
、
こ

の
陳
留
を
『
公
春
立
』
の
留
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
ば
、
こ
の
史
料
は
桓
公
が
河
南
に
お
い
て
そ
の
所
領
を
拡
大
し
、
や
が
て
そ
の

地
に
遷
徒
す
る
と
い
う
説
話
の
ヴ
ァ
リ
エ
イ
シ
ョ
ソ
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
玉
垣
公
が
河
南
の
郵
さ
ら
に
號
を
滅
ぼ
し
、
そ
の
地

に
遷
徒
す
る
と
い
う
説
話
は
、
話
の
プ
ロ
ッ
ト
は
や
や
異
な
る
も
の
の
、
先
に
み
た
『
漢
書
隠
地
理
官
民
引
蟻
穴
や
『
水
管
注
』
に
引
く
『
竹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

書
紀
年
』
に
見
え
て
お
り
、
更
に
『
韓
非
子
』
内
儲
説
下
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
鰯
桓
公
将
に
麟
を
襲
わ
ん
と
す
。
先
に
郡
の
豪
傑
・
良
臣
・
弁
智
・
果
敢
の
士
を
問
い
、
尽
く
姓
名
を
与
げ
、
部
の
良
田
を
択
び
て
こ
れ
に
語
い
、
官
爵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
わ

　
　
の
名
を
為
し
て
こ
れ
を
書
く
。
遡
り
て
為
っ
て
壇
場
を
郭
門
の
外
に
設
け
て
こ
れ
を
埋
め
、
こ
れ
に
螺
ぬ
る
に
鶏
群
を
以
て
し
、
盤
状
の
若
く
す
。
郡
君
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表　二

『春秋左氏伝』隠公元年 『史　記』

初，富戸公婁子申，日武姜。

（武姜）生年冬向叔段。荘公判生，驚姜氏，

故名日曝生，遂悪妻。

生荘公画廊段，…愛共叔段，三脚之。亟

請於武事，公弗許。

置潮公即位，…（武姜）請面白思之，謂之

京城大叔。祭仲田，都城過百雑，国之害

也。…今京粘度，非十四。君将不堪。公

日，姜氏欲之，焉僻害。…大叔完聚，繕

甲兵，具二乗，将襲鄭，夫人将啓之。

武公十年，嬰申侯女為央人，日武姜。

　　　　　　　　　　　　　　（鄭世家）

武事十年，姿申侯女運姜。

　　　　　　　　　　　（十二諸侯年衷）

生太子磨生，生之難，及生，夫人弗愛。

　　　　　　　　　　　　　　（鄭世家）

武公十四年，生荘公孫生。

　　　　　　　　　　　（十二諸侯年表）

後生少子叔段，学生易，夫人愛之。二十

七年，武公疾。夫人請公，乱立段為太子，

公判聴。　　　　　　　　　　（鄭世家）

武公十七年，生大三段，母欲二段，公不

聴。　　　　　　　　　（十二諸侯年表）

二十七年，…是歳武公卒，霧生立，是為

荘公。　　　　　　　　　　　（鄭世家）

荘公元年，封弟叔段畑京，号太叔。祭三

日，：京大一国，非所以封庶也。荘公日，

些些欲之，我弗敢奪也。晶晶京，繕治甲

兵，与其母武姜謀襲螂。　　　（鄭世家）

　
　
以
て
内
難
と
為
し
、
尽
く
其
の
良
臣
を
殺
す
。
橿

　
　
公
郡
を
襲
い
、
遂
に
こ
れ
を
取
る
。

と
、
い
っ
そ
う
権
謀
術
数
を
凝
ら
し
た
説
話
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

っ
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
『
史
記
』
は
『
竹

書
紀
年
』
に
み
え
る
説
話
を
利
用
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
『
公
羊
伝
』
あ
る
い
は

『
韓
非
子
』
に
見
え
る
説
話
を
利
用
し
え
た
こ
と

は
、
『
史
記
』
に
『
公
羊
伝
』
『
韓
非
子
』
を
引
用

し
た
部
分
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
か
ら
十
分
に

想
定
で
き
る
こ
と
で
あ
る
が
、
現
実
に
『
史
記
』

に
記
さ
れ
た
東
遷
の
事
情
は
、
先
に
見
た
よ
う
に

『
国
語
』
の
記
事
を
基
本
的
に
は
踏
襲
し
た
も
の

で
あ
り
、
『
寸
書
紀
年
』
『
公
羊
伝
』
『
韓
非
子
』

な
ど
に
保
存
さ
れ
た
説
話
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

桓
公
の
死
を
幽
王
宋
年
と
す
る
『
史
記
』
の
立
場

に
あ
っ
て
は
、
河
南
に
お
け
る
桓
公
の
所
領
拡
大

を
積
極
的
に
主
張
す
る
『
公
羊
伝
』
『
韓
非
子
』
、

あ
る
い
は
先
に
み
た
『
左
伝
』
の
情
報
を
取
り
込

む
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
史
記
』
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周王子弟の封建（松井）

の
記
事
に
は
、
先
行
す
る
情
報
に
対
す
る
取
捨
選
択
が
働
い
て
い
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
桓
公
の
死
後
、
そ
の
子
下
公
が
即
位
し
、
つ
い
で
製
酪
の
時
代
に
な
っ
て
そ
の
弟
共
叔
段
の
乱
が
勃
発
す
る
。
そ
の
間
の
『
史
記
』
の
記
載

が
基
本
的
に
『
左
伝
』
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
両
書
の
対
応
関
係
を
示
す
表
二
（
十
二
頁
）
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
筋

書
を
仔
細
に
比
較
検
討
す
る
と
、
『
史
記
』
に
は
武
公
が
酢
姜
を
嬰
と
っ
た
年
、
武
公
の
二
人
の
子
供
荘
公
繕
生
・
共
叔
段
の
生
年
、
及
び
武

公
の
在
位
年
数
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
先
に
鄭
濫
淫
の
在
位
年
数
に
関
し
て
何
等
か
の
系
譜
史
料
の
存
在
を
想
定
し
た
が
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

こ
に
お
い
て
も
や
は
り
同
様
に
、
武
公
あ
る
い
は
荘
公
に
関
す
る
史
料
の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
鄭
の
始
封
・
東
遷
に
関
す
る
諸
文
献
史
料
の
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
『
史
記
』
及
び
重
代
文
献
が
保
存
し
て
い
る
情
報
は
何
等
か
の

系
譜
史
料
の
存
在
を
除
け
ば
、
我
々
が
現
行
本
『
左
伝
』
　
『
国
語
』
な
ど
に
よ
っ
て
知
り
う
る
情
報
と
大
差
が
無
い
こ
と
と
と
も
に
、
我
々
が

そ
こ
か
ら
得
る
「
常
識
」
は
、
複
数
の
情
報
の
中
か
ら
「
合
理
的
」
な
判
断
に
よ
っ
て
再
構
築
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
特
に
始
封
の
霜
桓
公
の
「
封
建
」
に
関
し
て
言
う
な
ら
ば
、
彼
に
関
係
す
る
複
数
の
地
名
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
始
封
に
関

連
す
る
記
述
は
主
に
『
史
記
』
に
お
い
て
確
定
的
に
述
べ
ら
れ
る
に
い
た
り
、
先
行
す
る
諸
文
献
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
注
意

さ
れ
る
。
ま
た
『
史
記
』
は
桓
公
が
始
封
の
三
三
年
後
に
司
徒
に
就
任
し
た
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
が
、
始
封
と
い
う
封
建
的
側
面
と
司
徒

就
任
と
い
う
宮
制
的
側
面
を
励
の
事
項
と
し
て
扱
う
の
は
『
史
記
』
に
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。

①
　
鎌
田
正
『
左
伝
の
成
立
と
其
の
展
開
隠
（
大
主
導
書
店
　
一
九
六
三
年
）
の
見

　
解
は
基
本
的
に
支
持
し
う
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

②
目
玉
縄
『
史
記
志
疑
』
（
以
下
、
『
志
疑
』
）
鄭
世
家
条
に
「
案
、
庶
弟
誤
、
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ゴ

依
年
表
作
燈
弟
。
漢
地
理
志
高
作
母
鳥
、
鄭
詩
譜
従
之
是
也
」
と
あ
り
、
郷
世
家

　
の
「
庶
弟
」
を
誤
り
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

③
　
同
様
の
説
話
は
鄭
世
家
に
も
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
叔
謄
（
叔
態
）
の
言
は
「
重

　
耳
賢
、
且
又
同
姓
、
窮
而
過
君
、
不
可
無
礼
」
と
あ
る
の
み
で
、
鄭
の
出
自
に
言

　
及
す
る
部
分
が
な
い
。

④
『
志
疑
』
晋
世
家
条
に
、
「
案
、
此
史
公
約
国
語
文
、
而
庸
王
公
之
言
為
郷
君
、

　
舛
ム
矢
」
と
い
う
。
ま
た
、
本
文
に
引
い
た
晋
世
家
の
後
半
部
分
は
、
『
国
語
』
晋

　
語
四
の
「
公
子
（
重
耳
）
過
郵
、
鄭
文
公
亦
不
遜
焉
。
…
…
叔
麿
扇
、
若
不
礼

　
焉
、
劃
請
殺
之
。
…
…
。
公
弗
聴
」
と
同
じ
プ
p
ッ
ト
で
あ
る
。

⑤
『
史
記
』
股
本
紀
に
「
帝
戸
長
子
日
微
黒
黒
、
空
母
賎
、
不
得
嗣
。
少
子
辛
、

　
辛
母
正
后
、
辛
為
嗣
。
帝
乙
崩
、
子
辛
立
、
是
為
謬
論
、
天
下
謂
国
論
」
と
あ

　
る
。

⑥
　
　
『
左
伝
』
文
公
二
年
杜
預
注
は
「
帝
乙
、
微
子
父
。
属
王
、
鄭
至
公
父
。
二
国
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不
以
上
乙
・
寒
鯛
不
肖
蒲
猶
尊
尚
之
」
と
言
う
。

⑦
　
『
国
恥
㎜
』
晋
語
四
の
「
先
震
叔
振
出
自
文
房
、
晋
祖
唐
叔
出
自
武
事
」
の
操
昭

　
注
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
文
王
子
」
「
武
王
子
」
で
あ
り
、
出
自
を
文
字
ど
お
り
の
意

　
味
に
解
し
て
い
る
。

⑧
例
え
ば
、
浦
起
龍
『
史
通
通
釈
』
に
「
按
、
史
記
鄭
世
家
、
鄭
植
公
友
者
、
周

　
属
王
少
子
、
中
本
庶
弟
也
。
宜
王
立
二
十
二
年
、
友
初
封
於
鄭
。
而
史
通
之
述
紀

　
年
、
亦
作
属
王
子
、
則
山
下
典
正
同
、
不
得
云
誰
刺
英
。
今
考
竹
書
紀
年
、
宣
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
ニ
十
二
年
、
王
錫
王
子
多
父
命
専
断
。
墨
田
二
年
頃
晋
文
身
同
王
子
多
型
伐
郡
、

　
克
之
、
乃
居
無
論
之
丘
、
是
為
鄭
桓
公
。
八
年
、
王
錫
司
徒
郷
伯
多
脳
命
云
云
。

　
是
紀
年
之
書
、
薫
子
蟻
塚
王
愚
直
、
而
名
王
不
同
、
封
又
在
幽
王
世
。
故
劉
氏

　
与
諸
異
聞
連
挙
、
蒲
以
紀
年
之
文
為
桓
是
宣
子
、
然
則
属
字
之
濫
作
白
字
、
無
疑

　
也
」
と
い
う
。

⑨
　
王
国
維
『
古
本
四
書
紀
年
退
校
』
に
、
「
漢
書
地
理
志
注
引
臣
澱
日
、
…
…
。

　
郷
国
愛
校
証
書
、
謹
言
又
与
鴇
水
注
導
引
紀
年
略
同
、
無
届
本
紀
年
」
と
言
う
。

⑩
　
吉
本
道
雅
「
史
記
原
始
（
一
）
」
（
前
掲
）
に
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。

⑪
　
難
事
仁
「
鄭
国
難
鄙
資
料
的
検
討
」
（
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
隔

　
第
五
十
本
銘
照
分
　
一
九
七
九
年
）
に
は
郷
東
遷
に
恋
す
る
資
料
の
集
成
が
試
み

　
ら
れ
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

⑫
吉
本
道
雅
「
史
記
原
始
（
｝
）
」
（
前
掲
）
。

⑬
　
杜
預
注
に
「
此
今
河
南
新
鄭
、
旧
郵
在
京
兆
」
と
言
う
。

⑭
秦
雍
誠
遺
境
か
ら
「
械
陽
」
の
銘
を
も
つ
瓦
当
が
出
土
す
る
こ
と
な
ど
を
根
拠

　
と
し
て
、
盧
連
成
「
周
都
減
量
考
」
（
『
考
古
与
文
物
』
歯
糞
第
二
号
　
一
九
八
三

　
年
）
な
ど
は
、
絨
林
の
地
を
こ
こ
に
比
定
す
る
が
、
杏
，
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ

　
う
。

⑯
陳
夢
家
「
西
周
銅
器
断
代
」
（
六
）
八
七
免
段
条
。

⑯
『
水
経
』
滴
水
注
「
竹
中
紀
年
、
暦
文
侯
二
年
、
同
恵
王
子
多
父
伐
都
、
克

　
之
、
中
居
漁
父
之
丘
、
名
之
臼
郷
、
是
眠
桓
公
」
。
な
お
文
中
の
「
同
筆
」
に
っ

　
い
て
は
、
こ
れ
を
「
周
隅
扁
の
誤
り
と
す
る
説
と
「
周
宣
」
の
臆
説
が
あ
る
が
、

　
注
⑧
で
み
た
よ
う
に
「
周
宣
」
の
誤
り
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
普
文
侯
二

　
年
」
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
「
十
二
年
」
（
す
な
わ
ち
幽
王
死
後
二
年
に
あ
た
る
）
と

　
す
る
説
が
あ
る
。
方
詩
銘
・
王
修
齢
『
古
本
竹
需
紀
年
輯
証
』
（
上
海
古
音
出
版

　
社
　
一
九
八
　
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑰
『
説
苑
』
権
諜
篇
に
も
「
鄭
桓
公
将
欲
襲
都
、
先
聞
螂
之
弁
智
果
敢
二
士
、
謁

　
其
姓
名
、
択
鄭
之
良
臣
而
与
之
、
為
官
爵
之
名
越
雲
之
。
因
為
設
壇
於
門
外
而
埋

　
之
、
螺
漢
和
蝦
、
若
盟
状
。
郁
震
以
為
内
難
也
、
尽
殺
其
良
臓
。
桓
公
因
襲
之
、

　
遂
取
郡
」
と
、
岡
様
の
説
話
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

⑱
『
志
疑
』
十
二
諸
侯
年
表
中
堅
十
年
条
に
は
「
案
、
武
公
之
取
武
嬰
及
生
予
皆

　
未
定
寧
歳
、
而
史
謂
十
年
雄
武
姜
、
十
四
年
生
荘
公
、
十
七
年
生
大
上
段
、
不
知

　
何
拠
」
と
い
う
。
な
お
武
公
の
名
に
つ
い
て
は
、
鄭
世
家
に
掘
突
、
十
二
譜
侯
年

　
表
に
滑
突
の
二
名
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
複
数
の
伝
承
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を

　
示
唆
し
て
い
る
。

14 （506）

第
二
章
　
周
王
子
弟
と
し
て
の
鄭

　
　
　
叔
麿
諌
め
て
田
く
、
…
…
晋
・
郷
は
兄
弟
な
り
。
吾
が
先
君
武
公
は
晋
文
豆
と
力
を
鐵
せ
心
を
一
に
し
、
周
縁
に
股
肱
と
な
り
て
平
王
を
爽
輔
せ
り
。

と
は
『
国
語
』
晋
二
四
に
見
え
る
一
文
で
あ
る
が
、
周
王
室
と
同
族
の
郵
が
東
遷
期
の
混
乱
に
あ
っ
て
王
室
を
輔
翼
し
た
こ
と
は
し
ば
し
ぼ
強



周王子弟の封建（松井）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

調
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
郷
始
封
の
君
桓
公
の
出
自
に
つ
い
て
は
属
王
畿
と
宣
王
説
の
発
喪
が
存
在
し
、
そ
の

何
れ
か
に
断
を
下
す
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
何
れ
に
せ
よ
周
王
室
の
同
族
と
し
て
の
鄭
が
果
た
し
た
機
能
は
重
要
な
も
の
で
あ
っ

た
と
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
一
方
、
郵
一
族
の
政
治
上
の
地
位
に
関
し
て
は
、
『
国
語
』
が
桓
公
を
王
朝
の
司
徒
で
あ
っ
た
と
伝
え
る

こ
と
は
先
ほ
ど
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
桓
公
に
続
く
武
器
さ
ら
に
荘
公
の
地
位
に
つ
い
て
『
国
語
』
は
何
ら
書
及
す
る
こ
と
は
な
い
け
れ
ど

も
、
『
左
伝
』
に
お
い
て
は
隠
公
三
年
に

　
　
鄭
武
公
・
荘
公
は
平
王
の
卿
士
と
為
る
。

と
記
さ
れ
、
ま
た
同
隠
公
九
年
に
も

　
　
邸
伯
（
荘
公
）
は
王
の
左
卿
士
と
為
る
。

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
・
周
覇
の
卿
士
で
あ
・
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
如
・
こ
の
卿
士
の
語
は
文
献
史
料
中
に
必
ず
し
も
頻
見
す
る
も
の
で
は
な

く
、
官
制
上
の
地
位
に
関
し
て
は
経
学
的
解
釈
を
含
め
て
諸
説
あ
る
が
、
そ
の
政
治
上
の
地
位
に
つ
い
て
は
上
原
淳
道
属
に
「
周
王
室
の
内
部

に
あ
っ
て
政
治
の
実
権
を
掌
握
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
周
王
室
の
権
威
の
衰
え
ぬ
間
に
お
い
て
は
、
王
室
の
内
部
で
政
治
の
実
権
を
掌
握
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

る
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
あ
り
、
経
済
的
な
利
益
も
そ
れ
に
伴
っ
て
い
た
か
も
知
れ
ぬ
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
確
か
に
そ
の
通
り
で

あ
ろ
う
が
、
郵
が
周
王
の
子
弟
（
す
な
わ
ち
王
室
の
同
族
）
で
あ
る
と
い
う
宗
法
的
側
面
と
王
朝
の
国
士
で
あ
る
と
い
う
官
制
的
側
面
が
如
何
な

る
関
係
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
関
し
て
、
更
に
踏
み
込
ん
だ
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
鄭
の
濡
燕
予
弟
と
し
て
の
側
面

に
注
目
し
、
そ
の
政
治
上
の
機
能
を
他
の
周
王
子
弟
と
の
比
較
に
よ
っ
て
確
認
し
て
み
た
い
。

　
周
代
全
体
を
通
じ
て
周
王
子
弟
の
存
在
が
も
っ
と
も
ク
ロ
…
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
は
、
周
初
に
お
け
る
諸
王
子
弟
の
「
封
建
」
に
際
し
て
で

あ
ろ
う
。
『
左
伝
』
僖
公
二
四
年
の

　
　
富
辰
諫
め
て
購
く
、
…
…
昔
、
周
公
二
叔
の
威
か
ら
ざ
る
を
弔
み
、
故
に
親
戚
を
封
建
し
、
以
て
周
に
踏
貫
た
ら
し
む
。
管
・
藥
・
榔
・
罎
ぴ
佳
・
魯
・
衛
・

　
　
毛
・
耽
・
都
・
雍
・
曹
・
縢
・
畢
・
原
・
邸
・
飾
は
文
の
昭
な
り
。
邪
・
晋
・
応
・
韓
は
武
の
穆
な
り
。
凡
・
蒋
・
邪
・
茅
・
膵
・
祭
は
周
公
の
胤
な
り
。
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④

の
記
事
を
は
じ
め
、
多
数
の
周
王
子
弟
が
「
封
建
」
さ
れ
王
室
の
羅
宇
と
な
っ
た
こ
と
は
、
幾
多
の
文
献
史
料
に
述
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
史
記
』
も
同
様
に
周
初
の
封
建
に
対
し
て
は
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
が
、
鼻
革
の
封
建
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
史
料
批
判
の
問
題
を
も
含

め
て
こ
の
揚
で
軽
々
し
く
扱
う
べ
き
課
題
で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
一
応
考
慮
の
外
に
お
く
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
以
降
の
時
代
に
関
し
て
い
う
な

ら
ば
、
『
史
記
』
の
周
王
子
弟
に
耕
す
る
関
心
は
周
初
に
較
べ
て
著
し
く
弱
ま
り
、
主
要
な
反
乱
や
周
王
室
滅
亡
に
関
す
る
記
事
を
除
け
ば
、

周
王
子
弟
に
関
す
る
記
述
は
極
め
て
限
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
実
自
体
が
『
史
記
』
の
記
述
の
傾
向
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
こ
と
に
は
触
れ
ず
、
本
稿
の
課
題
と
す
る
東
遷
期
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
時
代
の
周
王
子
弟
に
関
し
て
、
『
左
伝
』
あ
る

い
は
『
国
語
』
に
保
存
さ
れ
た
史
料
を
中
心
と
し
て
考
察
を
進
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
子
　
　
　
　
　
　
　
　
一
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
王
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太

三表

　1
鄭桓公

　1

王子狐

　　　　　　1
　　　　　王子克

　　　　　王子頽

　　　　　　1
王叔氏く一王子虎

　　　　　　1
甘　氏←一王子帯

　　属王

？

　　宣王

　　lrr
　　幽王

　　1

　　平王

　太子洩父
　　　i

　　桓王

　　荘王

　　僖王

　　恵王

　　1

　　襲王

　1
鄭桓公

　
王
－
匡王

　
　
王

定
　
　
簡

　　　　　　　1

劉　氏←一ヨ三季子

霊王
　　　　1
氏←一一季

　E

太子晋景王
　
夫
－
後

　
王
…
悼王

　
　
王

敬
　
　
元

　1
王子朝
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周玉子弟の封建（松井）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
『
左
伝
』
あ
る
い
は
『
国
語
』
に
登
場
す
る
馬
賊
子
弟
の
系
譜
を
雄
筆
（
十
六
頁
）
に
挙
げ
て
お
く
が
、
こ
れ
ら
国
王
子
弟
に
つ
い
て
第
一
に

指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
彼
ら
が
王
室
内
部
に
お
け
る
反
乱
の
中
核
と
な
っ
て
登
場
す
る
こ
と
で
あ
る
。
荘
王
時
代
に
周
公
黒
肩
が
擁
立
し
よ
う

　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
し
た
王
子
克
、
恵
王
時
代
の
王
子
頽
の
乱
、
嚢
王
時
代
の
王
子
帯
の
乱
、
景
王
時
代
に
憺
括
が
擁
立
し
よ
う
と
し
た
倭
夫
、
学
士
・
聖
王
時

　
　
　
　
　
　
⑩

代
の
玉
子
朝
の
乱
な
ど
反
乱
の
例
は
ま
さ
に
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
こ
の
よ
う
に
ほ
ぼ
各
世
代
ご
と
に
起
こ
る
反
乱
は
王
朝
の
政
治
的
基
盤
の
脆

弱
さ
を
表
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
周
忌
子
弟
が
反
乱
の
中
核
と
し
て
登
場
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
ら
の
政
治
的
地
位
の
重
要
さ

を
物
語
っ
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
反
乱
そ
の
も
の
は
王
朝
に
と
っ
て
否
定
的
に
機
能
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
逆
に
彼
ら
が
王
朝
に
と

っ
て
肯
定
的
に
機
能
す
る
場
合
に
は
、
政
治
上
重
要
な
役
割
を
担
う
で
あ
ろ
う
こ
と
も
容
易
に
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
彼
ら
が

担
当
す
る
具
体
的
な
役
割
と
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
（
一
）
　
人
質
”
王
子
狐
〔
隠
公
三
年
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
（
二
）
　
会
盟
へ
の
参
加
韓
太
子
鄭
（
後
の
嚢
王
）
〔
薄
畳
五
年
〕
・
王
子
虎
〔
僖
公
二
八
年
・
二
九
年
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
（
三
）
　
策
命
儀
礼
…
王
子
虎
〔
僖
公
二
八
年
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
（
四
）
　
聴
礼
”
王
季
子
（
劉
康
公
）
〔
宣
公
十
年
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
（
五
）
　
征
討
”
王
季
子
（
劉
康
公
）
〔
成
公
十
三
年
〕

な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
右
の
諸
機
能
の
う
ち
、
（
一
）
人
質
な
ど
は
周
匝
子
弟
と
し
て
の
出
自
に
直
接
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

他
の
機
能
は
周
王
子
弟
の
み
が
独
占
的
に
果
た
し
て
い
た
も
の
で
は
な
く
、
他
の
王
卿
士
と
そ
の
機
能
を
分
担
し
て
い
た
。
例
え
ば
『
春
秋
経
』

隠
公
七
年
「
冬
、
天
王
使
凡
伯
来
聰
し
の
記
事
で
聴
礼
を
担
当
し
て
い
る
凡
伯
は
周
公
判
の
子
孫
と
伝
え
ら
れ
、
王
朝
の
公
卿
の
地
位
に
あ
っ

　
　
　
　
　
　
⑰

た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
『
左
伝
』
耳
管
二
七
年
「
王
観
護
雪
颪
賜
斉
侯
命
」
の
召
伯
や
、
耳
管
三
十
年
「
王
命
號
七
号
角
皮
」
の
號
公

な
ど
、
そ
の
例
は
数
多
く
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
周
王
子
弟
は
王
測
高
の
担
う
機
能
を
補
完
す
べ
く
期
待
さ
れ
て
い
る
存
在
で

あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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従
っ
て
、
彼
ら
調
製
子
弟
の
地
位
が
そ
の
次
世
代
に
世
襲
的
に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
場
合
、
そ
の
一
族
は
新
た
な
王
卿
士
と
し
て
政
治
上

の
機
能
を
担
う
こ
と
と
な
る
。
卓
子
子
弟
の
系
譜
で
示
し
た
よ
う
に
、
王
子
虎
の
一
族
が
王
叔
氏
と
な
り
、
王
子
帯
か
ら
甘
氏
が
、
王
季
子
か

ら
劉
氏
が
、
憺
季
か
ら
骨
導
が
出
る
と
い
う
こ
と
は
正
に
そ
の
意
味
に
お
い
て
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
周
王
子
弟
か
ら
王
卿
士

が
生
み
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
文
王
の
子
周
公
旦
の
一
族
が
周
公
家
と
し
て
王
卿
士
の
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
例
に
挙
げ
る
ま
で
も

な
く
、
周
代
を
通
し
て
不
断
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
と
表
裏
の
関
係
を
な
し
て
王
卿
士
の
家
系
の
没
落
あ
る
い
は
断
絶
も

常
に
存
在
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
没
落
あ
る
い
は
断
絶
の
契
機
と
し
て
は
、
周
東
遷
期
の
混
乱
あ
る
い
は
内
乱
な
ど
を
想
定
す
る
こ
走

が
で
き
る
晦
・
そ
の
よ
う
な
劇
的
な
事
態
に
た
ち
い
た
ら
な
一
て
も
・
王
朝
内
に
お
け
る
権
力
闘
争
の
結
果
と
し
て
王
卿
士
の
交
代
が
行
わ
れ

た
こ
と
も
十
分
に
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
い
ま
王
子
虎
の
一
族
王
叔
氏
に
つ
い
て
み
る
と
、
『
左
伝
』
文
公
十
四
年
に

　
　
春
、
頃
王
崩
ず
。
周
公
閲
　
王
孫
蘇
と
政
を
争
う
。
故
に
赴
げ
ず
。

と
あ
り
、
王
子
虎
の
子
で
あ
る
王
孫
蘇
（
王
叔
半
歳
）
と
周
公
閲
と
の
政
争
の
た
め
に
周
頃
王
の
崩
御
が
魯
国
に
告
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が

記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
く
王
孫
蘇
に
つ
い
て
は
、
『
春
秋
経
』
宣
公
十
五
年
「
王
札
子
殺
召
伯
・
毛
玉
」
の
『
左
伝
』
に

　
　
王
孫
蘇
　
召
氏
・
毛
氏
と
政
を
争
う
。
王
子
捷
を
し
て
召
戴
公
及
び
染
型
衛
を
殺
さ
し
め
、
卒
に
望
楼
を
立
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

と
あ
る
よ
う
に
、
王
孫
蘇
と
召
氏
・
毛
氏
の
政
争
は
学
士
召
書
公
・
毛
伯
衛
の
殺
害
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
子
王
叔
陳
生
に
つ
い

て
は
、
『
左
伝
』
嚢
公
十
年
に

　
　
王
叔
陳
生
　
伯
輿
と
政
を
争
う
。
王
　
伯
輿
を
右
く
。
王
叔
陳
生
怒
り
て
出
奔
し
、
河
に
及
ぶ
。
王
こ
れ
を
復
し
、
史
狡
を
殺
し
て
以
て
説
く
。
入
ら

　
　
ず
、
遂
に
こ
れ
に
蹴
る
。
晋
侯
　
士
匂
を
し
て
王
蜜
を
平
げ
し
む
。
王
叔
　
車
輿
と
沿
う
。
王
叔
の
宰
　
伯
輿
の
大
失
叢
禽
と
獄
に
王
庭
に
坐
す
。
士
匂

　
　
こ
れ
を
聴
く
。
王
叔
の
宰
曰
く
、
…
…
。
暇
禽
聞
く
、
…
…
。
鞄
宣
子
田
く
、
天
子
の
右
く
る
と
こ
ろ
は
、
寡
君
も
亦
た
こ
れ
を
右
く
。
饗
す
る
と
こ
ろ

　
　
は
亦
た
こ
れ
を
濁
す
、
と
。
王
叔
氏
を
し
て
伯
輿
と
要
を
合
わ
せ
し
む
。
王
叔
氏
そ
の
契
を
挙
ぐ
る
あ
た
わ
ず
。
王
叔
　
習
に
奔
る
。
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周王子弟の封建（松井）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
あ
る
よ
う
に
、
伯
輿
と
の
政
争
に
敗
れ
て
晋
に
出
奔
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
王
叔
陳
生
以
降
、
王
叔
氏
に
関
す
る
記
録
は
文
献

史
料
か
ら
姿
を
消
し
て
お
り
、
王
命
氏
は
そ
の
王
朝
内
に
お
け
る
役
割
を
終
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
王
季
子

（
劉
甲
羅
）
の
一
族
劉
筑
に
つ
い
て
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
劉
康
公
以
来
、
劉
定
公
・
劉
献
公
・
劉
文
公
・
劉
桓
公
と
幾
多
の
卿
士
を
輩
出
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
き
た
劉
氏
で
は
あ
る
が
、
『
国
語
』
周
語
下
に

　
　
定
王
に
及
び
、
劉
氏
亡
ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
い
う
記
事
が
見
え
て
い
る
。
注
釈
家
は
こ
の
定
王
を
貞
二
王
（
前
四
六
八
一
四
四
一
）
の
誤
り
で
あ
ろ
う
と
す
る
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
に
し
て

も
劉
氏
も
王
叔
氏
と
同
様
に
王
朝
内
に
お
け
る
役
割
を
終
え
、
歴
史
の
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
時
代
は
降
る
が
、
戦
国
時
代
に
お
い
て
も
三
王
の
子
弟
お
よ
び
そ
の
一
族
が
王
卿
士
と
し
て
王
室
を
輔
翼
す
る
関
係
は
同
じ
で
あ
っ
た
。

『
史
記
』
周
本
紀
に

　
　
考
王
　
其
の
弟
を
河
南
に
封
ず
、
こ
れ
桓
公
た
り
、
以
て
周
公
の
官
職
を
続
が
し
む
。
学
科
卒
し
、
子
の
威
公
代
り
て
立
つ
。
威
公
卒
し
、
子
の
恵
公
代

　
　
り
て
立
つ
。
乃
ち
其
の
少
子
を
輩
に
封
じ
、
以
て
王
を
奉
ぜ
し
む
、
東
面
雷
公
と
号
す
。

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
考
王
が
そ
の
堅
固
公
（
西
周
桓
公
）
を
河
南
に
「
封
」
じ
、
そ
の
一
族
が
威
公
・
恵
公
と
続
き
、
さ
ら
に
輩
に
東
急
恵
公

が
分
家
し
て
王
室
を
窪
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
砺
・
ま
た
桓
公
に
つ
い
て
「
以
続
周
公
之
官
職
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
・
河
南
に

「
封
」
じ
ら
れ
た
桓
公
お
よ
び
そ
の
一
族
が
周
公
家
に
か
わ
る
機
能
を
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
も

王
卿
士
の
交
代
と
そ
れ
を
新
た
に
補
填
す
る
周
王
子
弟
と
の
関
係
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
話
を
鄭
に
戻
そ
う
。
郵
始
封
の
君
桓
公
は
さ
き
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
属
王
の
子
か
宣
王
の
子
か
確
定
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
仁
王
の
子
弟

で
あ
る
と
考
え
て
差
し
支
え
が
な
い
。
ま
た
、
そ
の
後
に
続
く
武
公
・
同
等
は
『
左
伝
』
に
お
い
て
王
朝
の
獅
士
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
周
王

子
弟
を
始
祖
と
し
、
そ
の
一
族
が
王
卿
士
と
伝
え
ら
れ
る
鄭
の
政
治
上
の
地
位
は
、
右
の
周
王
子
弟
一
般
に
対
す
る
検
討
に
よ
っ
て
お
の
ず
と

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
鄭
露
虫
の
君
桓
公
は
走
時
子
弟
と
し
て
王
室
を
輔
翼
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
子
武
蔵
さ
ら
に
荘
公
は
周
王
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子
弟
の
一
族
と
し
て
新
た
な
王
卿
士
と
な
っ
て
王
朝
の
政
治
に
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
が
妥
当
な
も
の

で
あ
る
か
ど
う
か
、
『
国
語
』
が
伝
え
る
始
封
の
君
桓
公
の
司
徒
の
職
掌
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
司
徒
の
職
掌
に
つ
い
て
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
『
周
礼
』
地
理
に
そ
の
記
述
が
備
わ
っ
て
い
る
が
、
『
周
礼
』
そ
の
も
の
の
成
立
が
後
代
に

か
か
る
も
の
で
あ
っ
て
必
ず
し
も
全
幅
の
信
頼
を
置
け
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
周
代
の
一
次
史
料
で
あ
る
金
文
を
利
用
し
て
そ
の
職
掌

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
司
徒
は
金
文
史
料
で
は
一
般
に
嗣
土
あ
る
い
は
嗣
徒
と
書
か
れ
、
本
来
は
嗣
土
・
落
馬
・
嗣
工
の
参
有
嗣
の
一
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
土
地
を
掌
る
官
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
金
文
史
料
に
み
え
る
詞
書
に
は
、
地
名
な
ど
を
冠
す
る
こ
と
で
そ
の
職
掌
が
限
定
さ
れ
る
も
の
も

　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
，

存
在
す
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
西
周
王
朝
の
執
政
ク
ラ
ス
と
考
え
ら
れ
る
嗣
土
の
例
も
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
嗣
徒
赤
芽
は
揚
箆
に
記
さ

れ
た
策
命
儀
礼
に
お
い
て

　
　
佳
王
九
月
蓬
生
覇
庚
寅
、
王
才
周
康
宮
、
旦
、
中
型
大
室
、
即
立
、
飼
徒
単
伯
内
発
揚
、
王
乎
内
史
史
光
、
儒
令
揚
（
こ
れ
王
の
九
月
既
生
日
庚
寅
、
王
は
周

　
　
の
康
宮
に
在
り
。
旦
に
王
は
大
室
に
諮
り
、
位
に
即
く
。
嗣
徒
翌
翌
罵
り
て
揚
を
急
く
。
王
は
内
福
史
光
を
呼
び
て
、
揚
に
冊
命
せ
し
む
）
。

と
、
揚
へ
の
策
命
の
右
老
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
欝
欝
単
伯
は
嚢
衛
盃
に
登
場
す
る
単
二
と
同
一
人
物
な
い
し
は
同
族
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
嚢
衛
盃
に
お
い
て
は
嚢
衛
の
「
饒
告
」
を
伯
許
容
・
栄
伯
ら
と
と
も
に
う
け
て
お
り
、
当
時
の
執
政
ク
ラ
ス
の
人
物
で
あ
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
⑳

認
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
単
伯
の
一
族
に
関
し
て
言
え
ば
、
例
え
ば
『
左
伝
』
嚢
公
十
年
に

　
　
単
靖
公
　
卿
士
と
為
り
、
以
て
王
室
を
相
く
。

と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
一
族
が
春
秋
期
に
至
っ
て
王
卿
士
と
し
て
文
献
史
料
に
登
場
し
て
お
り
、
西
周
期
の
嗣
土
（
司
徒
）
が
王
卿
士
に
相
当
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
地
位
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
単
の
一
族
は
西
周
期
か
ら
春
秋
期
に
か
け
て
王
卿
士
の
家
と
し
て
存
続
し
た
こ
と
と
な
る
が
、
司
徒

桓
公
に
始
ま
り
、
卿
士
武
公
さ
ら
に
荘
公
と
続
く
鄭
の
家
系
も
、
右
に
み
た
単
一
族
の
場
合
と
同
様
に
、
王
卿
士
の
家
と
し
て
存
続
し
て
い
た

も
の
と
考
え
て
差
し
支
え
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
周
王
子
弟
と
し
て
の
郵
一
族
が
同
時
に
司
徒
あ
る
い
は
卿
士
と
伝
え
ら
れ
る
意
味
を
知
り
え
た
も
の
と
思
う
が
、
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『
史
記
』
の
記
述
に
お
い
て
こ
の
関
係
は
ど
の
程
度
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
桓
公
を
司
徒
と
す
る
記
述
は
『
史
記
』
鄭
世
家
に

　
　
封
ず
る
こ
と
三
十
三
歳
、
菅
姓
異
な
こ
れ
を
便
愛
し
、
幽
王
以
て
司
徒
と
為
す
。
周
民
を
和
議
し
、
周
覧
皆
な
説
ぶ
。
河
戸
の
問
、
人
こ
れ
を
便
思

　
　
す
。

と
し
て
見
え
て
い
る
。
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
「
三
十
三
歳
」
と
い
う
年
数
が
後
に
計
算
さ
れ
附
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
、
桓

公
が
司
徒
と
な
り
周
と
東
地
（
河
維
之
間
）
の
人
々
の
信
望
を
集
め
た
と
い
う
情
報
は
、
『
国
語
』
鄭
語
の

　
　
桓
公
　
司
徒
と
為
り
、
甚
だ
周
衆
と
東
土
の
人
と
を
得
た
り
、
…
…
幽
王
八
年
に
し
て
桓
公
　
司
徒
と
な
る
。

の
一
文
と
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
情
報
は
『
漢
書
』
地
理
志
下
の
「
本
周
宣
王
面
々
為
周
司
徒
」
や
、
鄭

玄
「
墨
譜
」
の
「
（
榿
公
）
為
幽
王
大
司
徒
、
甚
得
周
衆
与
心
土
之
人
」
な
ど
の
よ
う
に
漢
画
の
諸
文
献
に
引
き
継
が
れ
、
さ
ら
に
『
漢
書
』
地

理
志
上
の
臣
讃
注
に
「
初
盤
公
為
周
司
徒
」
と
あ
る
よ
う
に
漢
代
以
降
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
『
史
記
』
の
見
解
が
定
説
化
さ
れ
て
後
代
に

受
け
継
が
れ
る
こ
と
は
先
ほ
ど
か
ら
し
ば
し
ば
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
桓
公
に
次
ぐ
武
平
・
君
公
を
王
卿
士
と
す
る
伝
承
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
『
左
伝
』
隠
公
三
年
門
主
薫
製
・
荘
営
為
平
玉
響
士
」
、
同
九
年

「
鄭
伯
（
荘
公
）
為
王
左
卿
士
」
の
記
事
に
保
存
さ
れ
て
い
た
。
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
郷
武
公
に
関
す
る
『
史
記
』
の
記
述
は
基
本
的

に
『
左
伝
』
に
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
こ
れ
ら
の
記
述
も
『
史
記
』
に
存
在
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
こ
れ
ら

の
記
事
に
対
応
す
る
記
述
を
見
つ
け
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
『
史
記
』
が
利
用
し
え
た
『
左
伝
』
（
あ
る
い
は
原
『
左

伝
』
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
）
に
こ
れ
ら
の
記
事
が
存
在
し
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
『
史
記
』
が
何
等
か
の
意
図
を
も
っ
て
こ
れ
ら
の
記
事
を

採
用
し
な
か
っ
た
か
の
何
れ
か
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
『
史
記
』
に
つ
づ
く
今
代
文
献
に
お
い
て
、
郵
玄
「
詩
譜
」
に

　
　
武
公
ま
た
卿
士
と
作
り
、
国
人
こ
れ
に
宜
し
。

と
あ
る
よ
う
に
、
鄭
武
公
を
周
王
朝
の
卿
士
と
す
る
伝
承
は
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
『
史
記
』
の
利
用
し
え
た
『
左
伝
』
に
お
い
て
こ
と
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さ
ら
こ
れ
ら
の
記
事
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
づ
ら
い
。

　
こ
こ
で
改
め
て
『
左
伝
』
隠
公
三
年
越
記
事
を
検
討
す
る
と
、
さ
き
に
引
い
た
「
郵
武
公
・
荘
公
為
平
野
三
士
」
の
一
文
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、

　
　
　
（
平
）
王
　
號
に
鼠
あ
り
、
佐
伯
　
王
を
怨
む
。
王
潔
く
、
こ
れ
無
し
、
と
。
故
に
周
鄭
交
も
質
す
。
王
子
狐
　
鄭
に
質
と
為
り
、
鄭
の
公
子
忽
　
周
に

　
　
質
と
為
る
。
王
崩
ず
。
軍
人
将
に
號
公
に
政
を
界
え
ん
と
す
。
四
月
、
郷
の
祭
足
師
を
裁
い
て
温
の
麦
を
取
る
。
秋
ま
た
成
周
の
禾
を
取
る
。
周
鄭
交
も

　
　
悪
し
。

と
、
鄭
が
周
王
室
の
温
・
成
周
の
穀
物
を
奪
う
事
件
が
記
さ
れ
て
い
る
。
鄭
伯
が
周
王
室
の
卿
士
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
周
王
が
王
朝
内

に
お
け
る
そ
の
政
権
を
奪
い
、
そ
れ
を
號
公
に
与
え
よ
う
と
し
た
た
め
、
鄭
が
そ
の
報
復
と
し
て
周
王
室
の
温
・
成
周
の
穀
物
を
奪
う
と
い
う

事
件
に
ま
で
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
鄭
に
か
わ
っ
て
政
権
を
掌
握
す
る
こ
と
に
な
る
號
は
函
周
期
か
ら
東
周
期
に
か
け
て
存
続
し
た
大
族
で
あ

る
が
、
西
周
期
に
関
し
て
は
金
文
史
料
あ
る
い
は
そ
の
時
代
に
言
及
し
た
文
献
史
料
に
よ
っ
て
当
時
の
執
政
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ

　
⑳
れ
る
。
ま
た
束
周
期
に
至
っ
て
も
、
『
左
伝
』
隠
公
八
年
に
「
慢
罵
尊
父
始
影
響
土
野
周
」
と
あ
る
よ
う
に
王
卿
士
で
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
事
件
は
王
朝
内
の
政
権
を
め
ぐ
る
政
争
と
し
て
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
鄭
が
そ
の
一
方
の
当
事
老
で
あ
る
こ
と
は
、
先

に
み
た
周
王
子
弟
お
よ
び
そ
の
一
族
に
よ
る
政
争
と
同
一
の
意
味
を
も
つ
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
事
件
は
『
史
記
』
鄭
世
家

に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
わ
ず
か
に

　
　
鄭
　
周
地
を
侵
し
、
禾
を
取
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
記
さ
れ
る
の
み
で
、
事
件
の
原
因
で
あ
る
王
朝
内
の
政
争
に
つ
い
て
は
何
の
言
及
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
『
史
記
』
の
関
心
は
王
朝
内
に
お

い
て
政
争
を
繰
り
広
げ
る
卿
士
と
し
て
の
鄭
に
無
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
『
春
秋
経
』
猛
撃
五
年

　
　
秋
、
藥
人
・
衛
人
・
陳
人
　
王
に
従
い
鄭
を
伐
つ
。

の
邸
討
伐
事
件
に
対
し
て
、
『
左
伝
』
は

　
　
　
（
桓
）
王
　
郵
伯
の
政
を
奪
う
。
画
伯
　
朝
せ
ず
。
秋
、
王
　
諸
侯
を
以
い
て
郵
を
伐
ち
、
郷
伯
こ
れ
を
禦
ぐ
。
王
　
中
華
と
為
る
。
號
士
林
父
　
右
軍
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に
将
た
り
、
藥
人
・
衛
人
こ
れ
に
属
す
。
周
公
黒
肩
　
左
軍
に
将
た
り
、
陳
人
こ
れ
に
属
す
。

と
、
周
王
が
郵
伯
の
政
権
を
奪
っ
た
こ
と
が
原
因
で
鄭
伯
が
朝
見
を
拒
否
し
、
そ
の
こ
と
が
事
件
の
発
端
に
な
っ
た
と
の
説
明
を
加
え
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
『
史
記
』
郵
世
家
は

　
　
荘
公
　
周
に
朝
せ
ず
。
周
桓
王
　
陳
・
燕
祭
・
號
・
衛
を
率
い
て
邸
を
伐
つ
。

と
記
す
の
み
で
、
邸
荘
公
が
朝
見
し
な
く
な
っ
た
原
因
が
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
記
事
と
し
て
は
不
完
全
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二

つ
の
記
事
が
不
完
全
な
も
の
と
な
る
の
は
、
『
史
記
』
が
鄭
荘
公
を
周
王
朝
の
卿
士
と
す
る
部
分
を
削
除
し
た
た
め
で
あ
り
、
『
史
記
』
に
周
王

朝
の
策
士
に
関
す
る
記
事
を
記
さ
な
い
傾
向
が
あ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
更
に
注
目
す
べ
き
は
、
『
左
伝
』
に
お
い
て
周
王
朝
の
卿
士
で
あ

る
三
盛
黒
肩
と
號
公
林
父
が
そ
れ
ぞ
れ
左
上
・
右
軍
を
率
い
た
と
記
さ
れ
て
い
た
の
が
、
『
史
記
』
に
お
い
て
は
周
面
黒
肩
は
記
さ
れ
ず
、
號

零
墨
．
衛
の
各
国
と
同
列
に
扱
わ
れ
・
卿
士
と
し
て
の
地
位
を
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
毎
・
こ
の
こ
と
は
『
史
記
』
が
周
覇
の
卿

士
に
対
し
て
そ
の
存
在
を
無
視
、
あ
る
い
は
そ
こ
ま
で
い
か
な
く
て
も
、
そ
の
存
在
を
重
視
し
な
い
傾
向
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
一
層
明
確
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
王
卿
士
と
し
て
の
官
制
的
側
面
を
『
史
記
』
が
軽
視
す
る
傾
向
を
も
つ
と
す
れ
ぼ
、
周
全
子
弟
で
あ
る
と
と
も
に
王
卿
士

で
も
あ
っ
た
鰯
に
関
す
る
『
史
記
』
の
記
述
は
、
他
の
一
方
の
周
王
子
弟
と
し
て
の
側
面
に
偏
り
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
検
証
を

含
め
て
、
章
を
改
め
て
周
王
子
弟
と
し
て
の
鄭
の
「
封
楚
」
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
た
い
。

①
『
国
語
』
周
語
中
削
蹄
辰
諌
日
、
…
…
鄭
武
・
荘
有
大
門
門
予
平
・
桓
、
我
周

　
之
東
遷
、
晋
・
鄭
是
等
」
や
、
『
左
門
』
隠
公
六
年
「
周
桓
公
言
於
（
櫃
）
王
日
、

　
我
周
之
東
遷
、
晋
・
鄭
禅
寺
」
な
ど
。

②
　
鄭
玄
「
詩
華
」
に
も
「
武
公
又
作
卿
士
、
扇
人
宜
之
」
と
あ
る
。

⑧
　
上
原
淳
道
「
卿
土
を
め
ぐ
る
争
い
、
お
よ
び
、
詩
伯
称
誉
説
の
検
討
」
－
［
鄭

　
の
文
化
」
第
三
章
（
『
東
京
火
罪
教
養
学
部
人
文
科
学
科
紀
要
』
第
十
四
輯
『
歴
史

　
と
文
化
』
三
　
一
九
五
八
年
）
。
な
お
上
原
氏
に
は
鄭
に
関
し
て
他
に
「
鄭
の
東
遷

　
の
事
惟
お
よ
び
鄭
と
商
人
と
の
関
係
」
i
「
郷
の
文
化
」
第
一
章
（
『
中
國
古
代

　
の
社
会
と
文
化
』
　
東
京
大
学
出
版
会
　
一
九
五
七
年
）
、
「
號
の
歴
史
お
よ
び
鄭

　
と
東
醗
と
の
関
係
扁
一
「
鄭
の
文
化
」
第
二
章
（
『
古
代
学
』
六
巻
二
号
　
～
九

　
五
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
ざ
れ
た
い
。

④
　
例
え
ば
、
『
左
伝
』
昭
公
二
八
年
の
「
懸
盤
王
克
商
、
光
有
天
下
。
其
兄
弟
之
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国
者
十
有
五
入
、
姫
姓
之
国
老
四
十
人
、
皆
挙
親
也
」
な
ど
。

⑤
　
陳
厚
輝
『
春
秋
世
族
譜
陶
な
ら
び
に
細
革
徐
『
増
訂
春
秋
没
震
源
流
図
考
隔
に

　
よ
る
。

⑥
　
　
『
左
伝
瞼
桓
公
十
八
年
「
周
公
欲
試
荘
王
而
立
王
子
克
。
直
島
色
止
、
恵
与
王

　
殺
周
公
黒
肩
。
王
子
克
霊
剣
」
。
職
史
記
』
周
本
紀
「
面
当
四
年
、
周
公
図
肩
欲
殺

　
強
電
而
立
王
子
克
。
辛
伯
館
員
、
王
殺
至
公
。
王
子
克
奔
燕
」
。

⑦
『
史
記
』
周
本
紀
「
恵
王
二
年
。
初
、
荘
王
婆
姫
挑
、
生
子
頽
、
藁
苞
寵
。
及

　
恵
王
即
位
、
雲
形
大
臣
翼
翼
為
闘
。
故
大
夫
辺
伯
第
五
人
作
乱
、
謀
召
燕
・
衛

　
師
、
伐
恵
王
。
薬
王
奔
温
、
已
居
鄭
之
櫟
。
立
螢
王
弟
御
為
王
。
楽
及
偏
舞
、
郵

　
，
號
震
怒
。
四
年
、
郵
与
堂
島
密
殺
王
搬
、
復
入
薬
王
」
。
『
左
伝
』
に
お
い
て
は

　
荘
公
十
九
年
よ
り
一
一
一
年
に
か
け
て
王
子
本
の
乱
の
記
蜘
が
あ
る
。

⑧
　
『
史
記
』
周
本
紀
「
嚢
王
母
腐
死
、
後
閑
日
華
后
。
恵
畜
生
叔
帯
、
有
寵
於
恵

　
王
、
嚢
王
畏
之
。
三
年
、
叔
帯
与
戎
・
穆
謀
二
審
王
。
裏
王
欲
諌
叔
帯
、
叔
帯
奔

　
斉
。
…
…
十
二
年
、
叔
帯
復
帰
干
周
。
…
初
、
山
廊
欲
立
王
子
帯
、
故
以
党
開
羅

　
入
、
樫
人
遂
入
周
。
二
王
出
奔
鄭
、
郵
居
常
予
氾
。
子
帯
立
論
王
、
葉
裏
酒
所
縮

　
穆
后
、
電
燈
温
。
十
七
年
、
襲
王
難
急
干
晋
、
晋
文
運
納
王
而
諌
叔
帯
」
。
『
左
伝
』

　
に
お
い
て
は
僖
公
七
年
よ
り
二
五
年
に
か
け
て
王
子
帯
の
乱
の
記
事
が
あ
る
。

⑨
『
春
秋
経
』
奉
公
三
十
年
「
天
王
殺
其
弟
後
夫
」
。
同
年
『
左
伝
』
「
初
、
玉
憺

　
季
卒
。
其
子
括
将
見
王
而
歎
。
単
公
子
葱
旗
為
霊
王
御
事
、
過
朝
廷
、
聞
其
歎
而

　
言
臼
、
鳥
乎
、
必
有
此
夫
。
入
以
告
王
、
二
日
、
必
殺
之
、
不
感
面
願
大
、
視
躁

　
爺
足
高
、
心
在
亀
　
。
不
霊
必
害
。
王
日
、
童
子
無
知
。
及
藩
王
崩
、
憺
蘭
月
立

　
王
子
俵
夫
。
倭
夫
弗
知
。
戊
子
、
儂
猛
雲
譲
、
逐
成
葱
。
成
葱
奔
平
階
。
五
月
癸

　
巳
、
歩
言
多
・
劉
毅
・
単
蔑
・
甘
過
・
強
成
殺
俵
夫
。
括
．
環
・
靡
奔
晋
。
書
扇

　
天
王
殺
其
弟
無
二
、
罪
在
王
也
」
。

⑩
『
史
記
隔
周
本
紀
「
景
王
十
八
年
、
后
太
子
鍵
而
蚤
卒
。
二
十
年
、
景
王
愛
子

　
朝
、
凝
立
之
。
会
崩
、
子
場
之
党
与
争
立
、
国
人
立
長
子
猛
為
王
、
子
朝
攻
口

　
猛
。
猛
為
悼
王
。
晋
人
攻
子
朝
而
立
移
、
是
為
敬
王
。
敬
王
元
年
、
習
人
入
敬

　
王
。
子
朝
自
立
、
君
王
不
細
入
、
居
沢
。
四
年
、
雪
輪
諸
侯
入
室
王
子
周
。
子
覇

　
無
爵
、
㍊
畑
侯
城
周
。
ゐ
1
六
隔
牛
、
子
朝
ラ
仏
徒
復
作
出
、
敬
王
奔
工
J
脇
田
。
十
－
七
年
、
並
日

　
定
公
遂
入
敬
王
予
周
」
。
『
春
秋
経
』
お
よ
び
『
左
伝
』
で
は
昭
公
二
二
年
よ
り
定

　
公
六
年
に
か
け
て
王
子
朝
の
乱
の
海
溝
が
あ
る
。

⑪
　
　
『
左
伝
』
隠
公
三
年
「
郷
武
公
・
荘
公
噴
門
王
卿
土
。
王
塩
干
藍
。
救
農
怨
王
。

　
王
日
、
無
之
。
故
周
・
累
乗
質
。
王
子
狐
為
質
於
鄭
、
郵
公
子
忽
天
質
於
周
」
。

⑫
『
春
秋
経
』
僖
公
五
年
「
公
及
斉
侯
・
宋
公
・
陳
侯
・
衛
侯
・
郷
伯
・
許
男
・

　
啓
伯
会
王
世
子
干
悪
止
」
。
同
年
『
左
伝
』
「
会
於
首
題
、
会
王
大
子
郵
、
常
州
周

　
也
」
。
　
こ
の
会
盟
は
杜
墨
壷
に
「
恵
理
訴
恵
后
故
、
将
廃
大
子
郵
而
立
王
子
帯
。

　
故
斉
桓
帥
諸
侯
、
会
衆
大
子
、
以
定
其
位
也
偏
と
説
明
さ
れ
る
。

⑭
　
　
『
左
伝
』
僖
公
二
八
年
「
王
子
虎
盟
諸
侯
子
王
庭
。
要
言
臼
、
…
…
」
。
『
左
伝
』

　
僖
公
二
九
年
「
夏
、
公
会
王
子
虎
・
晋
狐
堰
・
宋
公
孫
固
・
斉
三
帰
父
．
陳
韓
濤

　
塗
・
秦
小
子
慰
、
盟
子
狸
泉
、
尋
践
土
之
盟
、
且
謀
伐
鄭
也
」
。

⑭
『
左
伝
』
罪
業
二
八
年
「
（
晋
侯
）
訳
解
俘
干
王
、
馴
介
百
乗
、
徒
二
千
。
鄭

　
伯
瀬
瀬
、
用
平
愛
息
。
己
酉
、
本
直
醒
、
命
晋
侯
宥
。
王
命
罪
氏
及
王
子
虎
．
内

　
史
叔
興
父
、
策
命
諸
侯
為
全
量
」
。
杜
預
注
に
「
盛
挙
・
王
子
虎
皆
［
王
卿
士
也
。

　
叔
興
周
大
夫
也
」
と
言
う
。
　
ま
た
、
『
国
語
』
周
語
上
に
は
こ
の
策
命
を
「
裏
王

　
使
太
宰
文
章
及
内
史
興
賜
晋
文
公
命
」
と
記
し
て
お
り
、
王
子
虎
は
太
宰
の
地
位

　
に
あ
っ
た
と
伝
え
る
。

⑮
『
春
秋
経
臨
宣
公
十
年
一
白
、
天
子
使
王
季
子
来
聰
」
、
嗣
年
『
左
伝
』
「
秋
、

　
劉
福
二
来
報
驚
」
。
『
国
語
』
周
語
中
「
二
王
八
年
、
使
劉
康
公
聰
於
魯
」
。

⑯
『
左
俵
』
成
公
十
三
年
「
公
及
諸
侯
朝
王
、
遂
従
通
盆
公
・
成
粛
公
、
会
晋
侯

　
伐
秦
」
。

⑰
杜
預
『
春
秋
釈
例
』
会
閣
朝
聰
礼
第
二
に
「
王
之
公
卿
、
皆
書
爵
、
祭
伯
・
凡

　
伯
是
也
」
と
言
う
。

⑱
西
周
金
文
に
は
卿
士
と
い
う
語
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
例
え
ば
そ
れ
に
相
当
す

　
る
地
位
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
井
一
族
は
東
周
期
の
史
料
に
登
場
し
な
い
。
な
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周王子弟の封建（松井）

　
お
、
西
周
期
の
井
一
族
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
西
周
期
鄭
（
貧
）
の
考
察
」
（
前
掲
）

　
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑲
　
同
年
杜
預
注
に
「
三
人
皆
王
卿
士
也
」
と
言
う
。

⑳
『
国
語
』
周
語
中
に
は
「
懸
鯛
克
楚
干
獅
、
使
郡
至
剛
慶
子
周
。
中
将
穿
、
王

　
叔
簡
公
飲
黒
酒
、
交
酬
好
貨
皆
厚
、
飲
酒
宴
語
相
説
也
。
明
日
、
王
叔
子
誉
諸

　
朝
。
郡
至
見
郡
桓
公
、
与
之
語
。
郡
公
論
皆
単
襲
公
贈
、
…
…
。
郡
琵
帰
、
明
年

　
死
点
。
及
伯
輿
之
獄
、
王
事
陳
生
奔
脊
」
と
の
説
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

⑳
　
劉
氏
に
つ
い
て
、
劉
定
職
は
『
左
懸
隔
杜
監
製
に
「
劉
夏
、
非
卿
」
、
『
三
十
伝
』

　
に
「
天
子
之
大
夫
」
、
『
公
羊
伝
』
に
「
劉
夏
、
士
也
」
。
劉
王
公
は
『
左
伝
』
杜

　
預
注
に
「
劉
献
公
欝
欝
卿
士
」
。
超
文
公
は
『
左
伝
』
杜
預
注
に
「
文
公
、
王
官

　
伯
也
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
『
左
伝
』
哀
公
三
年
「
劉
氏
・
苑
氏
悪
筆
昏
姻
」
の

　
杜
預
注
に
「
劉
氏
、
呼
量
士
」
と
あ
り
、
劉
氏
を
茎
卿
士
の
家
柄
と
考
え
て
よ
い

　
で
あ
ろ
う
。

⑫
　
　
『
国
語
』
輩
昭
注
「
定
、
亦
当
為
貞
」
。

㊥
　
河
南
に
「
封
」
じ
ら
れ
た
一
族
か
ら
難
の
東
周
恵
公
が
分
家
す
る
経
緯
に
つ
い

　
て
は
、
他
に
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
『
史
記
』
趙
世
家
「
（
成
侯
七
年
置
与
韓
攻

　
周
。
八
年
、
与
韓
分
周
以
黄
経
」
、
『
韓
非
子
』
内
細
説
下
「
公
子
朝
、
周
太
子

　
也
。
弟
公
子
根
甚
有
寵
於
君
。
君
死
、
遂
以
糠
蝦
叛
、
分
為
両
園
」
、
『
韓
非
子
』

　
重
三
「
公
子
宰
、
周
太
子
也
。
公
子
根
茎
寵
、
遂
以
東
周
反
、
分
煙
為
澗
國
」
、

　
『
韓
非
子
』
説
疑
「
故
周
威
公
（
注
　
河
南
桓
公
掲
之
子
）
爆
殺
、
國
分
為
一
こ
、

　
『
畠
氏
春
秋
』
先
揺
覧
「
（
周
）
威
公
亮
、
郊
九
月
不
国
葬
。
周
乃
分
鯉
山
」
、

　
『
漢
書
』
古
今
人
表
　
東
浦
恵
公
自
注
「
威
公
子
」
な
ど
。
揚
寛
は
こ
れ
ら
の
史

　
料
に
依
っ
て
こ
の
間
の
経
緯
を
門
周
出
乃
王
把
他
的
弟
弟
掲
分
封
二
河
｛
嗣
、
即
日
周

　
桓
公
、
形
成
～
翁
西
周
小
國
。
西
周
桓
公
心
隈
、
其
子
威
公
代
立
。
鍔
元
前
三
六

　
七
年
、
西
暴
威
公
玄
世
、
少
子
公
子
百
里
太
子
公
子
朝
駆
立
、
発
生
内
乱
、
韓
趙

　
両
国
轄
助
公
子
根
在
輩
独
立
、
以
“
奉
王
（
周
顕
王
）
”
為
名
、
洛
陽
因
此
也
属

　
子
東
周
。
這
様
周
就
分
裂
為
西
周
和
束
周
両
箇
小
国
」
と
整
理
し
て
い
る
（
『
戦

　
國
史
』
　
上
海
人
斑
出
版
社
）
。

⑳
　
研
藤
道
治
『
中
国
古
代
国
家
の
支
配
構
造
』
　
（
中
央
公
論
社
　
一
九
八
七
年
）

第
四
章
「
行
政
と
支
配
」
参
照
。
ま
た
、
張
書
初
・
劉
雨
『
亟
鎗
金
文
官
側
研

　
究
臨
（
・
甲
華
・
雷
局
　

一
九
八
六
年
）
は
嗣
十
…
の
職
掌
を
（
一
）
管
理
土
地
、
（
二
）

　
管
理
農
業
生
産
、
（
三
）
管
理
籍
田
、
（
四
）
管
理
徽
・
虞
・
牧
等
農
灘
業
、
（
五
）

　
四
海
塗
扇
儲
君
、
　
（
六
）
帯
兵
出
兵
に
区
分
し
て
い
る
。

⑮
　
地
名
等
を
冠
し
て
そ
の
職
掌
を
限
定
す
る
例
と
し
て
は
、
康
侯
嬢
の
　
「
浩
嗣

　
土
」
、
永
孟
の
「
前
里
（
鄭
）
嗣
越
し
、
整
嗣
土
幽
廟
（
尊
）
の
「
蟄
嗣
土
」
、
晋
壷

　
の
「
家
嗣
土
熱
成
周
沓
師
」
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
字
を
冠
す
る

　
こ
と
は
な
い
と
し
て
も
、
免
鐘
「
令
免
作
嗣
土
、
歯
髄
還
諏
果
呉
禦
牧
」
の
よ
う

　
に
周
無
常
の
直
轄
領
で
あ
る
鄭
還
を
管
理
す
る
林
・
虞
・
牧
な
ど
の
属
僚
の
管
轄

　
を
命
ぜ
ら
れ
る
場
合
、
さ
ら
に
裁
笹
「
令
女
作
土
土
、
宮
嗣
籍
田
偏
の
よ
う
に
周

　
王
の
籍
田
の
管
理
を
命
ぜ
ら
れ
る
な
ど
、
銘
文
に
よ
っ
て
そ
の
職
掌
が
限
定
さ
れ

　
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
あ
る
。

⑭
　
白
州
静
『
金
文
通
釈
隔
第
四
九
輯
十
一
盛
夏
盃
参
照
。

⑳
　
二
品
達
『
積
畳
居
金
文
説
』
巻
三
型
段
販
に
、
文
献
に
見
え
る
単
一
族
の
史
料

　
を
集
め
、
「
此
単
伯
不
知
懸
口
、
地
文
云
司
徒
単
伯
、
其
為
王
卿
士
無
疑
也
」
と

　
言
う
。
ま
た
無
蛮
鼎
の
策
命
儀
礼
に
右
者
と
し
て
登
場
す
る
嗣
土
南
仲
は
、
『
詩

　
経
』
小
雅
出
車
や
大
雅
常
武
に
見
え
る
周
王
の
卿
士
南
仲
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

　
て
お
り
、
露
悪
の
例
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑱
　
舗
掲
口
調
融
康
「
號
國
一
波
羽
島
考
」
　
（
皐
果
ぬ
力
学
』
第
一
…
十
輯
　
　
一
九
六
〇
年
）
、
　
拙
稿

　
「
西
周
期
鄭
（
璽
）
の
考
察
」
（
前
掲
）
、
吉
本
道
雅
「
號
叔
毒
虫
」
（
『
泉
屋
博
古

　
館
紀
要
』
三
　
一
九
八
穴
年
）
参
照
。

⑳
　
こ
の
窮
件
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
に
楚
世
家
「
（
武
王
）
工
十
一
年
、
鄭
侵
天
子

　
之
田
」
、
十
二
諸
侯
年
蓑
鄭
荘
公
二
四
年
条
「
本
甲
、
取
禾
」
と
言
及
さ
れ
る
が
、

　
何
れ
も
事
件
の
原
因
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

⑳
　
　
『
春
秋
経
』
お
よ
び
『
公
羊
伝
』
『
穀
梁
塵
』
に
は
曲
祭
・
衛
・
陳
の
一
二
国
が
記

25　（517）



　
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
『
史
記
翫
の
記
事
は
『
左
伝
』
に
よ
る
も
の
と
考
え
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑪
　
上
原
淳
道
「
卿
士
を
め
ぐ
る
争
い
、
お
よ
び
、
郵
賎
称
王
説
の
検
討
」
（
前
掲
）

　
に
、
司
馬
遷
の
記
述
態
度
に
つ
い
て
、
「
平
王
が
東
遷
し
た
束
周
以
後
に
な
る
と
、

　
肇
致
が
か
な
り
変
わ
っ
て
き
て
、
男
心
の
い
ち
い
ち
の
言
動
な
ど
は
詳
し
く
叙
述

し
な
い
よ
う
に
な
る
。
…
…
『
周
室
は
衰
微
し
』
、
『
政
は
方
伯
に
よ
る
』
よ
う
に

な
れ
ば
、
周
王
室
に
入
っ
て
卿
士
と
な
る
こ
と
や
、
そ
の
卿
土
の
地
位
を
め
ぐ
っ

て
争
う
こ
と
な
ど
は
、
歴
史
の
流
れ
の
塞
筋
と
は
関
係
の
な
い
項
末
な
こ
と
と
考

え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
言
及
が
あ
る
。
た
し
か
に
そ
う
で
あ
る
が
、
誹
、
れ

に
よ
る
歴
史
記
述
の
歪
み
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
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第
三
章
　
鄭
「
封
建
」
の
検
討

　
郷
玄
は
『
周
礼
』
天
官
大
宰
「
大
宰
…
…
以
八
則
治
都
謡
」
の
注
に
お
い
て
、

　
　
都
飾
と
は
公
卿
大
夫
の
采
邑
、
王
子
弟
の
食
す
る
所
の
邑
な
り
。
周
・
召
・
毛
・
聴
・
畢
・
原
の
属
の
畿
内
に
在
る
者
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
に
例
示
さ
れ
た
周
か
ら
原
に
い
た
る
諸
氏
は
何
れ
も
周
王
の
子
弟
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
の
鄭
注
は
国
王
子
弟
が

王
畿
内
の
都
邸
を
采
邑
と
し
て
い
た
と
す
る
漢
代
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
周
王
朝
の
王
畿
は
『
漢
書
』
地
理
志
下
に

　
　
初
、
雑
邑
は
宗
周
と
封
畿
を
通
じ
、
策
西
は
長
く
し
て
南
北
は
短
く
、
短
長
あ
い
覆
し
て
千
里
と
為
す
。

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
理
的
に
は
洛
邑
と
宗
周
の
両
都
を
中
心
と
し
、
潤
水
と
黄
河
の
流
域
に
東
西
に
細
長
く
展
開
す
る
も
の
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
王
城
（
国
中
）
の
周
囲
百
里
の
幅
に
郷
、
そ
の
周
囲
百
里
の
幅
に
遂
、
そ
の
周
囲
百
里
の
幅
に
禰
、

そ
の
周
囲
百
里
の
幅
に
県
、
そ
の
周
囲
百
里
の
幅
に
都
が
展
開
す
る
、
と
い
う
理
念
的
な
王
畿
の
理
解
も
存
在
し
て
い
た
。
『
周
礼
』
地
官
載

師
「
以
家
邑
之
田
任
稻
地
、
以
小
都
之
田
任
県
地
、
以
大
都
之
田
任
擾
地
」
の
郵
注
に

　
　
家
邑
は
大
夫
の
采
地
、
小
都
は
卿
の
采
地
、
大
都
は
公
の
采
地
と
王
子
弟
の
食
す
る
所
の
邑
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
あ
る
よ
う
に
、
先
ほ
ど
の
公
卿
・
大
夫
・
勉
強
子
弟
の
采
邑
が
存
在
す
る
都
鄙
は
理
念
的
王
畿
の
稽
・
県
・
都
を
指
す
概
念
で
あ
る
が
、
こ

の
理
解
に
従
え
ば
、
周
王
子
弟
で
あ
る
（
同
時
に
王
卿
士
で
も
あ
る
）
鄭
は
周
王
の
都
の
周
辺
に
展
開
す
る
都
鄙
に
所
領
を
与
え
ら
れ
た
内
服
の
諸

侯
と
い
う
こ
と
に
な
る
。



周王子弟の封建（松井）

　
と
こ
ろ
で
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
郵
圏
点
が
京
兆
在
郷
県
の
地
に
「
封
」
ぜ
ら
れ
た
と
す
る
『
史
記
』
の
見
解
は
漢
代
の
諸
文
献
に
踏

襲
さ
れ
「
常
識
」
化
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
見
解
は
無
条
件
で
後
の
時
代
に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
『
漢
書
』
地
理

志
上
京
兆
雰
郵
亭
条
の
班
固
自
注
「
周
宣
王
弟
鄭
桓
公
邑
」
を
め
ぐ
っ
て
対
立
す
る
二
つ
の
意
見
が
相
争
う
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
『
聖

書
紀
年
』
に
よ
る
臣
蓑
は

　
　
周
は
愉
悦
よ
り
以
下
温
温
に
都
す
、
以
て
桓
公
を
封
ず
る
を
得
ざ
る
な
り
。
初
、
桓
公
　
周
の
司
徒
と
為
る
。
王
霊
将
に
乱
れ
ん
と
す
、
故
に
史
伯
に
謀

　
　
り
て
絡
と
賄
と
を
號
・
會
の
間
に
観
す
。
幽
次
点
に
敗
れ
、
二
年
に
し
て
會
を
滅
ぼ
し
、
四
年
に
し
て
號
を
滅
ぼ
し
、
鄭
父
の
丘
に
居
る
。
是
を
以
て
鄭

　
　
の
桓
公
と
為
る
。
京
兆
に
封
ず
る
の
文
無
き
な
り
。

と
述
べ
、
幽
幽
の
鄭
県
は
穆
王
以
下
の
「
都
」
で
あ
り
、
郵
桓
公
を
封
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
顔
師
古
は

　
　
春
秋
外
伝
に
云
う
、
幽
王
既
に
敗
れ
、
鄭
の
考
訂
こ
れ
に
死
す
。
そ
の
子
武
公
　
聖
王
と
東
遷
す
、
と
。
故
に
左
氏
伝
に
云
う
、
我
が
周
の
東
遷
、
普
・

　
　
鄭
に
こ
れ
依
る
、
と
。
ま
た
鄭
の
荘
公
云
う
、
我
が
先
霜
新
た
に
こ
こ
に
邑
せ
り
、
と
。
蓋
し
薪
鄭
を
道
う
な
り
。
穆
王
以
下
西
鄭
に
署
す
る
の
事
無

　
　
し
。
聡
説
非
な
り
。

と
述
べ
、
臣
磯
の
説
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
両
者
の
第
一
の
対
立
点
は
西
面
（
京
兆
歩
三
聖
）
が
穆
王
以
下
の
「
都
」
で
あ
っ
た
か
否
か

と
い
う
点
に
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
京
兆
黄
二
藍
へ
の
郵
の
「
封
建
」
の
蓋
然
性
が
そ
の
地
が
王
「
都
」
で
あ
っ
た
か
否
か
に
か

か
っ
て
議
論
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
両
説
何
れ
に
せ
よ
、
鄭
の
「
封
建
」
は
王
「
都
」
の
地
に
は
為
さ
れ
得
な
い
と
い
う
点
に
関

し
て
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
先
の
理
念
的
王
畿
理
解
に
照
ら
す
な
ら
ば
当
然
の
結
果
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
周
王
子
弟
と

し
て
の
鄭
は
、
王
「
都
」
の
周
辺
に
展
開
す
る
都
鄙
に
そ
の
所
領
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
両
説
の
是
非
を
含
め
、
そ
の

内
容
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
第
一
に
鄭
地
を
周
期
の
「
都
」
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
、
第
二
に
周
王
子
弟
で
あ
る
画
聖
公
の
「
封

建
」
が
実
際
に
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
二
点
が
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
第
一
の
論
点
に
関
し
て
は
既
に
前
稿
で
筆
者
の
考
え
を
述
べ
た
。
西
周
期
の
金
文
史
料
に
よ
れ
ば
、
郵
（
璽
）
に
は
鄭
還
と
称
さ
れ
る
周
王
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の
直
轄
領
が
置
か
れ
、
そ
の
地
を
経
営
す
る
林
・
虞
・
牧
な
ど
の
官
が
配
さ
れ
る
と
と
も
に
、
三
紋
な
ど
の
軍
旅
も
置
か
れ
て
軍
組
織
を
構
成

し
て
い
た
。
ま
た
そ
の
周
辺
（
あ
く
ま
で
も
理
念
的
な
意
味
）
に
は
郷
鑑
識
・
郵
號
仲
・
郷
登
伯
・
叔
な
ど
の
王
畿
内
外
の
諸
侯
（
井
・
號
・
登
）
の

分
族
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
郷
の
地
は
右
に
述
べ
た
構
造
や
「
姪
御
郵
」
と
い
う
金
文
史
料
の
存
在
か
ら
み
て
、
周
期
の

「
都
」
と
伝
え
ら
れ
る
宗
周
・
成
周
・
周
な
ど
と
同
様
の
機
能
を
果
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
更
訂
の
説
を
承
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
周
王
の
王
都
に
つ
い
て
言
え
ば
、
『
漢
書
』
地
理
志
は
宗
周
・
成
周
の
池
魚
の
存
在
を
意

識
し
て
い
た
と
は
い
え
、
い
わ
ゆ
る
理
念
的
な
王
畿
理
解
に
あ
っ
て
は
王
都
は
王
畿
の
中
央
に
一
つ
存
在
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現

実
に
は
複
数
の
王
「
都
」
が
並
存
し
て
い
た
事
に
も
注
意
を
払
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
第
二
の
論
点
、
周
王
子
弟
で
あ
る
鄭
桓
公
の
「
封
建
」
の
実
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
周
王
子
弟
の
政
治
上
の
地
位
が
世
襲
さ

れ
、
そ
の
一
族
か
ら
新
た
な
王
卿
士
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
は
第
二
章
で
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
王
卿
士
と
し
て
の
鰹
も
他
の
魔
王
子
弟
と

同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
が
、
以
下
に
お
い
て
は
第
二
章
で
取
り
上
げ
た
周
王
子
弟
お
よ
び
そ
の
一
族
の
「
封
建
」
を
中
心
と
し

て
改
め
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

　
王
子
虎
を
始
祖
と
す
る
語
意
氏
お
よ
び
憾
季
を
始
祖
と
す
る
算
氏
に
関
し
て
は
、
そ
の
所
領
の
所
在
を
明
言
す
る
史
料
は
存
在
し
な
い
。
ま

た
王
子
帯
を
始
祖
と
す
る
甘
氏
に
つ
い
て
は
、
『
左
伝
』
僖
公
二
四
年
「
初
、
甘
昭
公
有
寵
軽
震
后
」
の
杜
注
に

　
　
甘
昭
公
は
王
子
帯
な
り
。
邑
を
甘
に
食
す
。
河
南
県
繭
南
に
君
水
有
る
な
り
。

と
あ
り
、
甘
を
所
領
と
し
た
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
甘
に
関
し
て
は
、
『
続
漢
書
』
郡
国
志
一
河
南
サ
河
爾
条
に
甘
城
の
名
が
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

え
て
お
り
、
そ
の
他
『
水
経
注
』
や
『
史
記
』
周
本
紀
正
義
引
『
質
地
志
』
に
も
甘
楽
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
が
、
甘
氏
の
所
領
と
し
て
の

よ
り
具
体
的
な
情
報
を
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
頃
王
の
子
王
季
子
（
劉
康
公
）
を
始
祖
と
す
る
劉
氏
が
劉
を
所
領
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
例
え
ば
『
左
伝
』
昭
公
二
二
年
の
「
重
氏
如
劉
」
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

同
昭
公
二
六
年
の
「
王
城
人
焚
劉
」
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
劉
に
つ
い
て
は
、
『
左
伝
』
隠
公
十
一
年
半
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口曳子弟の封建（松井）

　
　
王
　
郁
・
劉
・
薦
・
邪
の
田
を
錨
よ
り
取
り
、
盛
人
に
忌
避
生
の
田
“
温
・
原
・
締
・
焚
・
隅
…
郎
・
横
茅
・
向
・
盟
・
州
・
隆
・
陵
・
懐
を
与
た
う
。

と
い
う
記
事
が
あ
り
、
「
劉
…
…
之
田
」
が
郵
か
ら
京
王
に
移
譲
さ
れ
た
土
地
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
劉
…
…
之
田
」
を
劉
邑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
同
一
視
し
て
よ
い
も
の
か
疑
間
無
し
と
は
し
な
い
が
、
隠
公
十
一
年
に
亭
主
と
な
っ
た
地
が
後
に
劉
氏
の
所
領
と
な
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で

　
　
⑨

あ
ろ
う
。
『
漢
書
』
地
理
志
上
河
南
郡
繰
鵬
翼
条
の
班
國
自
注
「
劉
聚
、
周
大
夫
劉
氏
邑
」
に
よ
れ
ば
、
劉
氏
の
所
領
は
河
南
郡
猴
二
心
に
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
劉
琉
が
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
貞
生
獲
の
時
代
に
滅
亡
し
た
あ
と
、
そ
の
所
領
は
再
び
仁
王
の
所
領
に
帰
し

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
『
史
記
』
周
本
紀
集
解
に
引
く
徐
広
が

　
　
周
　
亡
ぶ
こ
ろ
の
時
、
凡
そ
七
県
、
河
南
・
洛
陽
・
穀
城
・
平
陰
・
題
師
・
輩
・
繰
氏
。

と
言
及
す
る
の
を
信
頼
す
れ
ぱ
、
周
王
朝
滅
亡
の
時
に
王
室
が
支
配
し
え
た
地
域
は
僅
か
に
右
の
七
県
の
み
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
猴
氏
県
が

含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
猴
氏
県
と
劉
氏
の
所
領
の
関
係
は
い
ま
ひ
と
つ
明
確
で
は
な
い
が
、
田
園
か
ら
劉
氏
の
所
領
、
そ
し
て
再
び
王
領

へ
と
い
う
劉
地
の
変
遷
を
想
定
す
る
こ
と
は
あ
る
程
度
可
能
で
あ
る
。
右
に
見
た
器
皿
の
所
領
の
変
遷
は
黒
馬
と
周
王
子
弟
の
所
領
と
の
互
換

性
を
示
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
戦
国
時
代
の
西
翠
君
・
東
周
君
の
「
封
建
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　
第
二
章
で
も
引
用
し
た
が
、
『
史
記
』
周
本
紀
に

　
　
考
王
　
其
の
弟
を
河
南
に
封
ず
。
こ
れ
桓
公
た
り
。
以
て
周
公
の
官
職
を
続
が
し
む
。
植
樹
卒
し
、
子
の
威
公
代
り
て
立
つ
。
威
公
卒
し
、
子
の
恵
公
代

　
　
り
て
立
つ
。
乃
ち
其
の
少
子
を
輩
に
封
じ
、
以
て
王
を
奉
ぜ
し
む
、
東
周
章
公
と
号
す
。

と
い
う
記
事
が
あ
り
、
二
王
の
弟
尊
公
が
河
南
に
「
封
」
じ
ら
れ
、
後
に
そ
の
一
族
東
職
工
公
が
輩
に
分
家
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

こ
に
記
さ
れ
た
河
南
の
地
は
一
般
に
周
王
の
居
城
で
あ
る
王
城
に
比
定
さ
れ
て
お
り
、
桓
公
を
河
南
に
　
「
封
」
じ
た
考
王
は
そ
の
東
の
要
望

（
洛
陽
）
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
周
王
が
王
城
よ
り
成
周
の
地
に
思
っ
た
時
期
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
敬
王
時
代
の
王
子
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
乱
を
契
機
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
桓
公
は
か
つ
て
の
周
王
居
城
に
「
封
」
じ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に

お
い
て
も
玉
肥
の
所
領
（
こ
の
場
合
は
王
「
都
」
）
と
周
王
子
弟
の
所
領
と
の
互
換
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
王
朝
最
後
の
王
報
に
つ
い
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て
は
『
史
記
』
周
本
紀
に

　
　
王
澱
　
都
を
西
周
に
徒
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
い
う
西
周
と
は
河
南
王
城
を
指
し
て
お
り
、
こ
の
一
文
は
周
王
の
王
城
へ
の
遷
徒
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
聖
王
の
遷
徒
の
一
方
で
、
河
南
王
城
の
地
に
「
封
」
じ
ら
れ
た
桓
公
の
子
孫
西
里
君
は
依
然
そ
の
地
に
存
続
し
て
い
た
と
伝
え
ら

　
　
　
⑱

れ
て
い
る
。
王
朝
末
期
の
混
乱
期
の
こ
と
で
あ
り
、
普
遍
的
な
事
象
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
王
「
都
」
と
七
号
子
弟

の
所
領
が
並
存
し
う
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
同
様
の
こ
と
は
西
周
期
に
お
い
て
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
陳
西
省
扶
風
挙
白
家
窟
蔵
よ
り
出
土
し
た
微
民
家
族
器
に
含
ま
れ
る
史
嫡

盤
は
、
微
茂
の
先
祖
烈
祖
が
武
王
克
股
に
際
し
て
周
よ
り
所
領
を
賜
っ
た
経
緯
を

　
　
類
意
王
既
桟
股
、
微
熱
欝
欝
廼
来
見
武
王
、
武
野
離
風
隠
公
、
舎
寓
干
周
卑
処
（
斌
王
に
お
い
て
既
に
股
を
桟
つ
。
微
史
の
青
島
廼
ち
来
り
て
武
王
に
見
す
。
武
王

　
　
則
ち
周
公
に
命
じ
、
寓
を
周
に
舎
え
て
処
ら
し
む
）

と
記
録
し
て
い
る
。
史
培
の
子
癖
の
作
事
に
か
か
る
痕
鐘
も
同
様
の
経
緯
を
記
録
す
る
が
、
黒
駒
よ
り
与
え
ら
れ
た
所
領
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

を
「
舎
野
壷
五
十
頒
処
（
寓
を
舎
え
る
に
五
十
順
を
以
て
し
て
処
ら
し
む
ご
と
記
し
て
い
る
。
そ
こ
に
い
う
「
五
十
頒
」
の
意
味
は
明
か
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

が
、
五
十
と
い
う
数
で
量
示
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
所
領
が
一
定
の
区
画
を
も
っ
た
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

同
出
の
一
族
の
器
銘
に
よ
っ
て
、
こ
の
微
疑
一
族
が
烈
祖
の
の
ち
演
に
至
る
ま
で
、
周
に
所
領
を
保
持
し
て
周
王
に
仕
え
て
き
た
こ
と
を
知
る

　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
所
領
が
存
在
す
る
周
の
地
は
同
時
に
西
周
の
単
層
ま
で
王
「
都
」
と
し
て
機
能
し
た
地
で
も
あ
っ
た
。
微
氏
一
族
は

周
王
子
弟
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
王
「
都
」
と
諸
侯
の
所
領
と
は
並
存
し
う
る
の
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
所
領
は
王
「
都
」
全
体
で
は
な
く
、
一

定
の
区
画
を
も
っ
た
土
地
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
周
王
子
弟
で
あ
る
郵
層
層
の
始
封
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
章
で
述
べ
た
よ

う
に
、
郵
に
関
し
て
は
複
数
の
地
名
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
始
封
の
地
を
開
確
に
断
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
始
封
の
地
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周王子弟の封建（松井）

を
京
闘
魚
鄭
県
と
す
る
『
史
記
』
の
見
解
も
そ
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
地
が
ま
さ
に
郷
と
呼
ば
れ
る
こ
と
、
多
く
の
史
料
が
河
南
の
郵

に
い
た
る
ま
で
の
何
等
か
の
遷
徒
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
を
考
慮
す
れ
ぼ
始
封
の
地
と
し
て
最
も
蓋
然
性
の
高
い
候
補
で
あ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
い
ま
仮
説
的
に
京
兆
サ
鄭
県
を
郵
始
封
の
地
と
し
て
議
論
を
進
め
る
が
、
こ
の
地
を
始
封
の
地
と
し
た
『
漢
書
』
地
理
斜
文
固

自
注
を
め
ぐ
っ
て
臣
叢
と
顔
師
古
と
の
論
争
が
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
論
争
の
主
題
は
、
王
「
都
」
と
し
て
の
郵
に
郵

桓
公
が
「
封
建
」
さ
れ
う
る
か
と
い
う
点
に
あ
り
、
郷
を
王
「
都
」
と
す
る
臣
蓑
は
こ
の
地
が
血
色
の
方
面
の
地
で
は
あ
り
え
な
い
と
主
張
し
、

逆
に
鄭
を
王
「
都
」
と
み
な
さ
な
い
顔
師
古
は
京
兆
罪
鄭
か
ら
河
南
鄭
へ
の
東
遷
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
b
、
前
稿
で
も
述
べ
た

よ
う
に
京
心
界
鄭
は
王
「
都
」
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
た
地
で
あ
り
、
か
つ
今
述
べ
て
き
た
よ
う
に
昏
怠
子
弟
の
所
領
が
こ
の
よ
う
な
王

「
都
」
と
互
換
性
あ
る
い
は
並
存
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
周
正
子
弟
で
あ
る
郵
が
王
「
都
」
の
鄭
に
所
領
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
矛

盾
な
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
、
西
周
期
の
郵
に
は
郵
井
叔
・
郵
號
仲
・
鄭
登
伯
・
叔
と
い
う
内
・
外
服
諸
侯
の
皇
族
が
所
領
を
有

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
虚
血
と
顔
師
古
は
共
に
事
実
の
一
端
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
王
「
都
」
と
「
封
建
」
と
を
二

者
択
一
の
も
の
と
し
て
理
解
し
た
点
に
聞
題
が
あ
る
、
筆
者
は
そ
の
よ
う
に
考
え
た
い
。

　
郵
桓
公
始
封
を
右
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
始
封
に
引
き
続
い
て
起
こ
る
郵
の
東
遷
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
理
解
す
れ
ば

よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
邸
の
東
遷
の
事
情
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
『
史
記
』
は
桓
公
が
河
南
の
地
に
「
国
」

し
た
が
、
結
局
は
幽
鬼
と
と
も
に
陳
西
の
地
で
死
ぬ
と
い
う
中
途
半
端
な
記
述
を
せ
ざ
る
を
え
ず
、
桓
公
の
死
後
そ
の
子
武
公
が
河
南
の
地
に

東
遷
す
る
と
い
う
一
般
的
理
解
は
、
『
史
記
』
の
後
の
「
合
理
的
」
解
釈
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
合
理
的
」

解
釈
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
、
鰯
の
東
遷
を
歴
史
上
の
一
回
性
の
事
件
と
す
る
前
提
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
西
周
末
期
の
混
乱
の
申
で
桓

公
は
葉
遷
の
準
備
を
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
果
た
す
こ
と
な
く
幽
王
と
と
も
に
死
ん
で
し
ま
い
、
鄭
の
実
際
の
東
遷
は
王
朝
の
東
遷
と
と
も

に
桓
公
の
子
武
公
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
に
考
え
た
か
ら
こ
そ
、
桓
公
東
遷
を
示
唆
す
る
『
公
羊
伝
』
『
韓
非
子
』
な
ど
の

説
話
は
抹
殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
で
は
鄭
東
遷
を
歴
史
上
の
一
回
性
の
事
件
と
す
る
前
提
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
か
。
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
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『
史
記
』
は
鄭
の
王
卿
士
と
し
て
の
側
面
を
無
視
あ
る
い
は
軽
視
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
三
王
子
弟
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
鄭
は
王
卿
士
と
な

る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
王
卿
士
と
し
て
の
郵
を
記
さ
な
い
『
史
記
』
は
同
時
に
、
聖
王
子
弟
と
し
て
王
畿
内
に
所
領
を
も
つ
郵
の
実
態
を
正
確

に
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
東
遷
直
後
の
王
朝
内
に
お
い
て
鄭
と
政
権
を
争
っ
た
號
は
西
周
以
来
の
大
族
で
あ
る
が
、
文
献
史
料
に
お
い
て
は
菓
・
西
・
南
・
北
・
小
を

冠
し
た
五
器
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
五
號
は
河
南
難
平
の
號
、
黄
河
屈
曲
点
付
近
の
陳
・
平
陸
の
號
、
乱
撃
宝
鶏
の
號
の
三
つ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
転
地
は
周
王
朝
王
畿
の
要
地
に
あ
た
っ
て
お
り
、
號
の
一
族
は
こ
れ
ら
の
地
を
保
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

王
朝
内
に
お
け
る
職
能
を
担
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
竹
書
紀
年
』
の
記
事
で
は
あ
る
が
、
周
の
東
遷
期
に
平
韻
に
対
立
し
て
王
子
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

臣
を
擁
立
し
た
続
公
署
の
名
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
も
、
王
畿
の
要
地
に
所
領
を
保
持
し
て
い
た
號
の
勢
力
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
郷
が
東
遷
期
の
王
室
を
輔
翼
す
る
勢
力
で
あ
っ
た
こ
と
は
多
く
の
史
料
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
勢
力
も
號
と
同
様
、
王
畿
内
の

複
数
地
に
所
領
を
保
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
京
兆
罪
鄭
に
所
領
を
保
有
し
た
と
考
え
ら
れ
る
欝
欝

が
、
河
南
の
地
に
も
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
『
国
語
』
に
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
『
公
羊
伝
』
『
韓
非
子
』
あ
る
い
は
『
竹
書
紀

年
』
に
は
河
南
の
地
に
所
領
を
形
成
し
た
経
緯
ま
で
も
が
記
さ
れ
て
い
る
。
内
服
諸
侯
と
し
て
の
鄭
は
京
兆
歩
鄭
を
捨
て
た
時
点
で
河
南
の
地

に
移
動
し
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
両
所
を
所
領
と
し
て
保
有
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
は
じ
め
て
、
桓
公
に
よ
る
河

南
の
所
領
形
成
を
伝
え
る
『
公
羊
伝
』
以
下
の
諸
文
献
も
、
そ
れ
ら
が
伝
え
る
説
話
が
事
実
を
ど
の
程
度
反
映
し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
は
今

は
お
く
と
し
て
、
武
公
言
遷
と
い
う
「
常
識
」
に
よ
っ
て
排
除
す
る
必
要
が
な
く
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

①
陳
繋
『
春
秋
大
寡
表
列
国
爵
姓
及
存
減
表
誕
異
』
（
以
下
『
談
異
』
）
及
び
『
不

　
見
子
春
秋
大
事
表
之
春
秋
方
闘
稿
』
（
以
下
『
方
甲
高
』
）
の
所
在
を
示
す
。
周
騨

　
『
方
国
稿
』
冊
一
　
一
九
、
召
n
『
方
国
譲
隔
冊
二
　
三
五
、
毛
”
『
護
異
』
冊

　
四
九
二
、
納
”
『
談
異
』
冊
子
九
三
、
畢
”
『
設
異
』
冊
四
　
九
五
、
原
随

　
黒
談
論
』
皿
難
二
　
六
六
。

②
　
伊
藤
道
治
『
中
国
古
代
園
家
の
支
配
構
造
』
（
前
掲
）
第
三
章
「
土
地
と
濃
民

　
の
支
配
」
一
五
四
頁
以
下
参
照
。

③
拙
稿
「
西
周
期
郵
（
麓
）
の
考
察
」
（
前
掲
）
。

④
　
『
水
経
』
甘
問
注
「
余
日
、
甘
水
平
一
十
許
里
洛
城
南
有
婦
甘
城
焉
。
北
対
河

　
南
故
城
、
世
謂
之
肇
洛
城
。
竪
甘
声
相
近
、
即
故
甘
城
也
。
為
王
子
帯
之
故
邑
夷
、
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是
以
昭
叔
有
甘
公
之
称
焉
」
。

⑤
　
『
史
記
』
周
本
紀
正
義
引
『
括
地
準
率
「
故
王
城
唐
輪
州
河
南
県
西
南
二
十
五

　
里
。
左
伝
云
、
誓
昭
公
、
王
子
下
帯
也
。
洛
陽
幽
魂
、
河
南
県
西
南
二
十
五
里
、

　
甘
水
出
焉
、
北
流
入
洛
。
山
上
有
甘
城
、
即
甘
公
書
邑
也
」
。

⑥
杜
預
注
に
「
帰
其
采
邑
也
」
と
あ
る
。

⑦
　
杜
論
難
に
「
焼
桑
子
邑
也
」
と
あ
る
。

⑧
　
｝
般
に
は
邑
と
田
を
同
一
視
す
る
考
え
が
支
配
的
で
あ
る
が
、
本
文
に
引
い
た

　
伝
文
に
許
し
て
、
揚
伯
峻
は
「
依
荘
公
十
九
年
伝
観
之
、
温
干
荘
公
十
九
年
伽
為

　
蘇
氏
邑
。
以
金
文
証
之
、
如
散
肝
銘
云
、
夷
王
賞
数
子
欲
五
十
田
、
干
早
五
十
田
。

　
則
此
所
謂
温
田
者
、
亦
王
田
之
在
溢
者
耳
。
非
以
其
全
邑
割
石
、
故
温
潤
得
為
蘇

　
氏
邑
」
と
言
う
（
『
春
秋
左
氏
伝
注
』
　
中
華
磐
局
）
。
立
者
も
胴
輪
金
文
に
見
え

　
る
「
田
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
。
・
田
と
は
鋼
の
人
為
的
に
区
分
さ
れ
た
土
地
と
考
え

　
て
い
る
。
拙
稿
「
西
周
土
地
移
譲
金
文
の
三
6
3
察
」
（
『
爽
洋
史
研
究
』
第
四
三
巻

　
第
一
号
　
一
九
八
四
年
）
参
照
。

⑨
『
春
秋
左
氏
伝
』
宜
公
十
年
「
秋
、
劉
康
公
来
報
聰
」
の
楊
伯
葉
蘭
に
「
劉
即

　
隠
十
一
年
伝
『
王
取
調
・
劉
・
薦
・
邪
之
田
面
鄭
曝
之
劉
、
春
秋
之
前
為
鄭
昆
、

　
至
桓
王
時
為
周
邑
。
定
誰
時
、
劉
康
公
雨
樋
田
島
劉
」
と
闘
う
。

⑩
梁
鏡
景
「
劉
国
史
迩
考
略
」
（
『
中
原
文
物
』
一
九
八
五
年
取
四
期
）
に
よ
れ
ば
、

　
河
南
省
［
僅
師
引
帰
黒
氏
餓
黙
馬
競
n
村
に
劉
誠
遺
肚
（
｛
果
酉
六
五
〇
米
、
｛
際
北
一
二
二
〇

　
米
余
）
が
存
在
す
る
と
い
う
。

⑭
　
同
文
の
正
義
に
「
按
、
自
敬
王
遷
都
成
周
、
号
東
周
也
。
桓
公
都
王
城
、
号
西

　
周
期
公
」
と
あ
る
。

⑫
例
え
ば
、
後
藤
均
平
「
王
才
華
周
考
」
（
『
東
洋
学
報
』
第
四
四
巻
第
三
号
一

　
九
六
一
年
）
、
李
学
勤
『
東
周
与
総
代
文
明
』
（
文
物
出
版
祉
　
一
九
八
四
年
）
第

　
二
章
・
周
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑬
　
同
文
正
義
に
「
敬
王
従
王
城
東
徒
成
周
。
十
世
至
王
報
、
従
成
周
西
徒
費
誠
、

　
西
周
武
公
居
焉
」
と
あ
る
。

⑭
『
史
記
』
周
本
紀
に
「
（
鼻
翼
五
十
九
年
）
旧
訓
王
怒
、
使
将
軍
拶
攻
西
台
。

　
西
十
二
奔
秦
、
頓
首
受
罪
、
尽
献
其
邑
三
十
六
、
口
三
万
。
秦
受
其
献
、
帰
山
君

　
於
周
。
周
露
・
王
報
卒
〔
索
隠
　
蓋
此
時
（
西
周
）
武
公
与
黒
船
皆
卒
、
故
連
言

　
也
〕
。
周
民
遂
東
亡
。
秦
取
九
鼎
宝
器
、
茎
立
西
堂
公
於
懇
狐
」
と
あ
り
、
秦
本

　
紀
に
も
ほ
ぼ
岡
文
が
存
在
す
る
。
西
周
武
公
は
王
燕
の
王
城
へ
の
遷
徒
後
も
王
撮

　
と
と
も
に
下
露
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
藤
田
勝
久
「
『
史
記
』

　
戦
国
紀
年
一
覧
表
」
（
前
掲
）
は
、
戦
出
鉱
の
記
述
が
秦
職
の
年
表
に
も
と
づ
い
て

　
編
集
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

⑮
伊
藤
道
治
『
中
歯
古
代
国
家
の
支
配
構
造
』
（
前
掲
）
第
二
章
「
欝
欝
封
建
制

　
度
の
形
能
慮
一
一
六
頁
参
照
。

⑯
　
輸
出
の
一
族
器
と
し
て
、
折
器
四
器
、
豊
器
六
器
、
史
培
器
三
器
、
練
器
四
～

　
器
が
知
ら
れ
て
い
る
。
白
露
静
『
金
文
通
釈
』
第
五
〇
輯
一
五
史
糠
盤
は
、
烈
祖

　
を
武
王
期
、
乙
祖
を
成
王
期
、
折
を
成
康
期
、
豊
を
昭
穆
期
、
史
塘
を
穆
虫
押
、

　
髄
を
麟
漁
期
と
す
る
。

⑰
　
拙
稿
「
西
周
期
鄭
（
貧
）
の
考
察
」
（
前
掲
）
参
照
。

⑱
『
上
村
嶺
號
國
墓
地
』
（
『
中
騒
田
野
考
古
報
告
集
』
考
古
学
専
塵
溜
種
第
十

　
号
　
　
九
五
九
年
）
第
四
章
結
語
一
に
「
可
知
銑
有
三
処
、
一
在
幕
無
漿
陽
一
帯
、

　
一
同
今
山
西
平
陸
和
河
南
陳
県
一
帯
、
一
階
今
陳
西
宝
器
～
帯
」
と
言
う
。
ま
た
、

　
樋
口
隆
康
「
號
圏
銅
器
考
」
（
前
掲
）
な
ら
び
に
上
原
淳
道
「
號
の
歴
史
お
よ
び

　
鄭
と
東
灘
と
の
関
係
」
（
前
掲
）
参
照
。

⑲
『
春
秋
左
氏
伝
戯
昭
公
工
六
年
正
義
引
『
竹
書
紀
年
馳
に
「
平
王
奔
西
申
、
而

　
立
伯
盤
以
為
大
子
、
撫
養
王
道
死
予
戯
。
先
議
、
申
侯
・
魯
侯
及
許
文
公
立
平
王

　
於
申
。
以
本
大
子
、
故
称
天
王
。
幽
王
畿
死
、
而
號
公
翰
軍
立
王
子
余
臣
於
擁
、

　
周
二
王
並
立
。
二
十
一
年
、
掘
王
為
晋
文
公
所
殺
。
写
本
非
適
、
故
称
摘
王
」
と

　
あ
る
。
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筆
者
は
前
王
に
お
い
て
、
周
王
朝
の
構
造
を
三
つ
の
領
域
に
分
か
っ
て
把
握
し
た
。
第
一
の
領
域
は
宗
周
・
成
周
や
鄭
な
ど
の
王
「
都
」
で
、

そ
れ
ら
の
地
の
構
造
を
理
念
的
に
示
せ
ば
、
巡
り
来
る
周
王
を
中
心
と
し
て
そ
の
周
辺
に
そ
の
地
を
管
理
す
る
諸
官
や
軍
旅
が
配
さ
れ
、
更
に

そ
の
周
辺
に
内
・
外
服
諸
侯
の
華
族
が
配
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
の
領
域
は
こ
れ
ら
王
「
都
」
を
取
り
巻
く
内
服
の
地
（
王
畿
）

で
あ
り
、
内
服
諸
侯
の
所
領
を
含
め
て
周
王
の
直
接
統
治
下
に
あ
っ
て
政
治
的
に
統
合
さ
れ
た
領
域
を
形
成
し
て
い
た
。
第
三
の
領
域
は
内
服

の
地
を
取
り
巻
く
外
服
の
地
で
、
そ
こ
に
は
い
わ
ゆ
る
封
建
諸
侯
の
所
領
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
三
つ
の
領
域
は
、
た
だ
単
に
地
理
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
区
切
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
王
朝
の
官
系
統
と
と
も
に
周
忌
を
頂
点
と
す
る
血
縁
関
係
あ
る
い
は
擬
制
的
血
縁
関
係
に
よ
っ
て
相
互
に
結

び
付
け
ら
れ
、
王
朝
に
政
治
的
・
社
会
的
統
一
性
を
あ
た
え
て
い
た
、
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。
二
王
と
の
巖
縁
関
係
（
あ
る
い
は
擬
制
的
血
縁

関
係
）
は
王
室
の
藩
屏
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
「
封
建
」
と
な
っ
て
現
実
化
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
王
朝
の
統
一
性
は
こ
の
「
封
建
」

的
要
素
と
他
の
一
方
の
官
制
的
要
素
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
王
朝
の
支
配
領
域
全
体
は
、
ま
ず
最
初
に
外
服
の
地
と
内
服
の
地
（
王
畿
）
に
二
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
場
合
、
「
封
建
」
的
要
素

は
外
型
の
地
に
よ
り
強
く
現
れ
、
逆
に
官
系
統
を
通
し
て
明
王
の
命
令
が
直
接
及
ぶ
内
服
の
地
（
王
畿
）
に
は
宮
制
的
要
素
が
よ
り
強
く
現
れ
る

こ
と
と
な
る
。
ま
た
内
服
の
地
に
つ
い
て
言
う
な
ら
ぼ
、
こ
の
地
は
内
服
諸
侯
の
所
領
と
王
「
都
」
を
は
じ
め
と
す
る
置
型
と
に
二
分
で
き
、

こ
の
場
合
に
は
内
服
諸
侯
の
所
領
に
「
封
建
」
的
要
素
が
よ
り
強
く
現
れ
、
王
「
都
」
を
は
じ
め
と
す
る
王
領
に
は
官
制
的
要
素
が
よ
り
強
く

現
れ
る
こ
と
と
な
る
。
更
に
王
「
都
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
馬
形
で
振
掛
に
つ
い
て
示
し
た
よ
う
に
、
内
∴
外
販
諸
侯
の
分
族
の
所
領
が
存
在

す
る
と
と
も
に
、
こ
の
地
を
管
理
す
る
諸
官
が
配
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
も
「
封
建
」
的
要
素
と
官
制
的
要
素
の
二
つ
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で

き
る
。
す
な
わ
ち
王
朝
を
支
え
る
二
つ
の
要
素
は
、
理
念
的
に
は
忍
声
に
よ
り
近
い
所
に
官
制
的
要
素
が
強
く
現
れ
、
逆
に
周
王
か
ら
よ
り
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

れ
た
所
に
「
封
建
」
的
要
素
が
強
く
現
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
内
服
の
地
（
王
畿
）
は
王
「
都
」
の
外
側
、
影
響
の
地
の
内
側
に
位
置
し
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て
お
り
、
王
「
都
」
の
側
か
ら
は
「
封
建
」
的
要
素
の
強
い
地
と
し
て
認
識
さ
れ
、
逆
に
外
服
の
地
の
側
か
ら
は
官
制
的
要
素
の
強
い
地
と
し

て
認
識
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
内
服
の
地
に
は
「
封
建
」
的
要
素
と
官
制
的
要
素
が
二
重
写
し
の
形
で
現
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
鄭
が
、
山
王
に
出
自
す
る
内
服
諸
侯
と
し
て
の
「
封
建
」
的
側
面
を
も
つ
と
と
も
に
、
王
卿
士
と
し
て
の
官
制
的
側
面
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

も
っ
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
『
史
記
』
は
鄭
の
帯
び
る
こ
の
両
側
面
の
う
ち
官
制
的
側
面
を
捨
象
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と

し
て
郵
の
「
封
建
」
的
側
面
を
強
調
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
鄭
は
王
卿
士
と
し
て
の
役
割
を
捨
て

て
外
脹
諸
侯
化
し
て
い
き
、
『
史
記
』
十
二
諸
侯
年
表
に
鄭
が
記
載
さ
れ
る
の
も
故
な
し
と
は
し
な
い
が
、
そ
の
事
を
も
っ
て
し
て
東
遷
期
の

邸
の
果
た
し
た
機
能
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
最
後
に
周
王
朝
に
つ
い
て
言
う
な
ら
ば
、
内
服
諸
侯
と
し
て

の
鄭
が
外
服
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
王
畿
の
縮
小
と
な
っ
て
王
朝
の
勢
力
を
一
層
弱
め
る
こ
と
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
戦
艦
期
の

西
周
君
・
東
周
忌
の
例
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
周
王
朝
は
周
王
子
弟
を
内
服
諸
侯
と
し
て
「
封
」
じ
、
王
朝
の
政
治
を
担
わ
せ
る
と
い
う
仕
組

み
そ
の
も
の
を
最
後
ま
で
変
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
周
王
朝
が
歴
史
の
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
て
い
く
所
以
で
あ
ろ
う
。

①
　
王
朝
の
官
系
統
に
つ
い
て
は
、
木
村
秀
海
「
西
翠
官
制
の
基
本
構
造
」
（
『
史
学

　
雑
誌
』
第
九
四
編
第
一
号
　
一
九
八
五
年
）
や
張
亜
初
・
劉
雨
『
西
門
金
文
官
制

　
研
究
隔
（
前
掲
）
な
ど
に
復
原
の
試
み
が
あ
る
。

②
王
朝
支
配
領
域
全
体
の
構
造
1
…
「
封
建
」
的
要
素
の
強
い
外
服
の
地
と
官
制

　
的
要
素
の
強
い
内
服
の
地
（
王
畿
）
と
い
う
理
念
的
に
は
同
心
円
の
構
造
！
が

　
支
配
領
域
の
一
部
で
あ
る
内
服
の
地
や
王
「
都
」
に
も
同
様
の
構
造
と
し
て
現
れ

　
る
。
す
な
わ
ち
、
全
体
と
部
分
が
同
様
の
構
造
を
も
つ
と
い
う
自
己
根
似
性
を
釜

　
朝
の
構
造
と
し
て
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

③
　
増
淵
龍
夫
『
中
国
古
代
の
社
会
と
国
家
』
（
弘
文
堂
　
一
九
穴
○
年
）
第
　
二
篇

「
古
代
専
掌
主
義
の
成
立
と
そ
の
経
済
的
基
盤
」
第
二
章
「
先
秦
時
代
の
封
建
と

郡
梁
」
に
春
秋
期
晋
の
県
に
つ
い
て
の
言
及
で
は
あ
る
が
、
「
公
か
ら
大
夫
に
賜

る
邑
は
、
二
つ
の
側
面
を
不
可
分
の
形
で
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
は
そ
の
邑

の
生
産
物
を
も
っ
て
自
己
の
一
族
を
養
う
采
邑
と
し
て
の
一
面
で
あ
り
、
一
は
、

公
の
規
鰯
下
に
あ
っ
て
、
公
に
命
ぜ
ら
れ
て
そ
の
昆
を
官
照
す
る
、
公
邑
的
性
格

の
一
面
で
あ
る
」
（
四
二
〇
頁
）
と
言
う
。
晋
大
爽
の
も
つ
二
面
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
も
の
と
思
う
が
、
内
服
の
所
領
（
采
邑
）
を
保
有
し
、
か
つ
官
濁
上
の
職

能
を
担
う
内
服
諸
侯
も
同
様
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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〔
付
記
〕
　
本
稿
の
出
発
点
は
一
九
八
六
年
度
東
洋
史
研
究
会
大
会
に
お
け
る
発
表
に
あ
る
が
、
そ
の
後
、
京
大
人
文
科
学
研
究
所
の
「
中
国
文
明
の
諸
源

流
」
班
（
班
長
　
林
巳
奈
夫
教
授
）
及
び
泉
屋
博
古
館
に
お
け
る
「
金
文
研
究
会
」
　
（
樋
口
隆
康
館
長
主
催
）
な
ど
に
お
い
て
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
。

記
し
て
こ
こ
に
謝
意
を
表
す
。
ま
た
、
本
稿
は
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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　　　　　　The　Enfoeffment　of　the　Scions　of　the　Zhou　Dynasty

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MATsw　Yoshinori

　　Zheng’s　enfeoffment（郵封建）at　the　end　of　the　Western　Zhou　period

is　an　important　example　in　understanding　the　system　of　enfeoffment

in　the　Zhou　Dynasty．　Research　of　the　period　from　the　end　of　the

Western　Zhou　period　to　the　eastward－transfer　era（東遷期）is　known

to　have　many　obstacles　including　the　lack　and　intermittente　nature　of

historical　data．

　　So，　in　the　first　chapter，　we　have　tried　to　discuss　the　description　of

S勉が史記，accepted　as　general　knowledge　about　Zheng’s　enfoeffment．

Moreover，　we　clarified　that　Shi7’i　consists　on　reconstructed　materials

and　has　a　certain　bias．　Next，　from　the　point　of　view　of　Zheng　being

a　scion　of　the　Zhou　Dynasty，　we　pointed　out・that　Zheng’s　oMciai

function　in　Zhou　Dynasty　derived　from　its　birth　as　a　scion　of　the

Zhou　Dynasty．　ln　addition，　Shiji　has　a　tendency　to　give　it　no　attention．

Thirdly，　we　discussed　the　actual　condition　or　meaning　of　Zheng’s

enfeoffment　and　the　eastward－transfer　with　this　attribute．

　　Tkrough　these　materials，　continued　from　the　preceding　article，　we

reconsidered　the　conceptual　understanding　about　the　constitution　of　the

Zhou　Dynasty．

　　　　　　Le　16gitimisme　’lib6ral　sous　la　monarchie　de　Juil．let

　　　　　　　　　　　　　la　contre－r6volution　et　le　r6gime　parle皿entaire

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　par

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　UEGAKI　Yutaka

　　Sous　la　monarchie　de　Juillet，　apparut　un　groupe　de　16gitimistes　dits

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（642）


